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資料№2

区　分

広 島 地 方 最 低 賃 金 審 議 会
広島県最低賃金専門部会　委員名簿

令 和 ７ 年 度 　広　 島　 労　 働 　局

令和７年７月30日任命

氏　　　　　名 現　　　　　　　　　職

公
益
代
表

岡 田 行 正 広島修道大学　教授

酒 井 朋 子 税理士

村上 恵子 県立広島大学 教授
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林 秀 彦 ＪＡＭ山陽広島県連絡会　事務局長

橋 本 聡
日本労働組合総連合会広島県連合会
副事務局長
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資料 No.1 

 

令和７年賃金改定状況調査結果 

 

＜調査の概要＞ 

 

１．調査の地域 全国 

 

２．調 査 産 業 日本標準産業分類（平成 25年 10 月改定）に基づく次の産業 

（ア）製造業 

（イ）卸売業，小売業 

（ウ）学術研究，専門・技術サービス業 

（エ）宿泊業，飲食サービス業 

（オ）生活関連サービス業，娯楽業 

（カ）医療，福祉 

（キ）サービス業（他に分類されないもの） 

 

３．調査事業所 

（１）数 16,486 事業所 

（２）選定の方法 

事業所母集団データベース（令和４年次フレーム）を母集団とし、常用労働者数が 30 人

未満の企業に属する民営事業所から、都道府県別、産業別、事業所規模別（※）に層化無

作為抽出により選定。ランク別、調査産業計において１人１時間あたり賃金上昇率の標準

誤差が 0.20％となるよう標本サイズを決定。ランク内の都道府県別、産業別、事業所規模

別の配分は母集団事業所数の構成比率で配分。 

※ 産業は上記２に掲げる７つの産業で、事業所規模は１～９人と 10～29 人で区分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．集計労働者 31,297 人 

  （うち、令和６年６月と令和７年６月の両方に在籍していた労働者は 25,932 人（82.9％）） 

 

５．調 査 事 項〔基準となる期日又は期間〕 

（１）事業所に関する事項 

イ 主要な生産品の名称又は事業の内容〔令和７年６月１日現在〕 

ロ 事業所の労働者数〔令和７年６月１日現在〕 

ハ 事業所の月間所定労働日数、通常労働日の１日の所定労働時間数〔令和７年６月分〕 

ニ 事業所の年間所定労働日数〔令和５年度分、令和６年度分〕 

ホ 賃金改定の状況〔令和７年１月～６月〕 

（２）労働者に関する事項 

イ 性、就業形態、年齢、勤続年数〔令和７年６月１日現在〕 

ロ 賃金形態〔令和６年６月分、令和７年６月分〕 

ハ 基本給額、諸手当〔令和６年６月分、令和７年６月分（見込額）〕 

ニ 月間所定労働日数、１日の所定労働時間数〔令和６年６月分、令和７年６月分〕 

 調査事業所数 集計事業所数 回収率 

A ランク 5,813 1,560 26.8% 

B ランク 6,334 1,992 31.4% 

C ランク 4,339 1,428 32.9% 

合計 16,486 4,980 30.2% 
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６．利用上の注意 

（１）集計結果は、抽出による標本誤差を含んでいる。 

（２）集計表中の空欄は、該当する数値がないことを示す。 

（３）集計表中の産業の掲載順序は、日本標準産業分類（平成 25 年 10 月改定）における産業

大分類のアルファベット順に基づいている。 

（４）各都道府県に適用される目安のランクは以下の通り。 

 

ランク 都道府県 

Ａ 埼玉、千葉、東京、神奈川、愛知、大阪 

Ｂ 北海道、宮城、福島、茨城、栃木、群馬、新潟、富山、石川、福井、山梨、

長野、岐阜、静岡、三重、滋賀、京都、兵庫、奈良、和歌山、島根、岡山、

広島、山口、徳島、香川、愛媛、福岡 

Ｃ 青森、岩手、秋田、山形、鳥取、高知、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、

鹿児島、沖縄 
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第１表　賃金改定実施状況別事業所割合

（％）

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

100.0 50.3 0.5 24.9 24.3 100.0 54.8 0.7 28.1 16.3 100.0 47.8 0.2 26.9 25.1 100.0 54.8 0.9 18.1 26.2

100.0 48.8 0.9 28.4 21.9 100.0 56.3 1.3 25.0 17.4 100.0 44.7 0.5 28.4 26.4 100.0 53.0 2.5 25.6 18.8

100.0 47.5 0.8 25.8 25.8 100.0 40.6 0.0 30.0 29.4 100.0 43.2 0.1 27.7 29.0 100.0 55.2 1.5 19.0 24.3

100.0 49.2 0.8 26.7 23.4 100.0 54.2 0.9 26.7 18.1 100.0 45.6 0.4 27.8 26.3 100.0 54.1 1.6 21.2 23.1

Ｒ
６
年

100.0 42.8 0.7 40.1 16.4 100.0 44.7 1.2 37.1 16.9 100.0 41.1 0.8 41.6 16.5 100.0 50.6 0.3 32.7 16.4

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

７月以降
も賃金改
定を実施
しない事
業所

７月以降
に賃金改
定を実施
する予定
の事業所

100.0 38.9 0.0 29.7 31.4 100.0 38.5 0.8 28.3 32.4 100.0 63.9 0.4 17.2 18.6 100.0 54.0 1.7 22.3 21.9

100.0 36.9 0.3 33.9 28.8 100.0 31.8 0.4 43.2 24.6 100.0 69.8 0.6 14.0 15.6 100.0 52.2 1.9 32.2 13.7

100.0 34.9 0.0 29.8 35.2 100.0 50.3 0.4 32.4 16.9 100.0 71.4 3.2 10.3 15.1 100.0 50.1 2.0 28.2 19.6

100.0 37.4 0.2 31.7 30.7 100.0 36.8 0.5 35.8 26.8 100.0 67.5 0.9 14.9 16.8 100.0 52.6 1.9 28.2 17.4

Ｒ
６
年

100.0 31.2 0.4 49.7 18.8 100.0 30.3 0.9 54.5 14.3 100.0 62.9 0.2 20.5 16.4 100.0 40.9 0.8 44.2 14.0

計

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

学術研究, 専門・技術サービス業

生活関連サービス業, 娯楽業

産業計 製造業 卸売業，小売業

宿泊業，飲食サービス業 医療，福祉

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事

業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事

業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

計 計

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事

業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事

業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

計

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事

業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

計

計

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事

業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事

業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

計

サービス業（他に分類されないもの）

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事
業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事
業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事
業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事
業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事

業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事

業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

計

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事

業所

計

１～６月
に賃金引
上げを実
施した事

業所

１～６月
に賃金引
下げを実
施した事

業所

１～６月に賃金改定を
実施しない事業所

計
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（％）

産業計 製造業
卸売業,
小売業

学術研
究,
専門・
技術
サービ
ス業

宿泊業,
飲食
サービ
ス業

生活関
連サー
ビス業,
娯楽業

医療,
福祉

サービ
ス業
（他に
分類さ
れない
もの）

産業計 製造業
卸売業,
小売業

学術研
究,
専門・
技術
サービ
ス業

宿泊業,
飲食
サービ
ス業

生活関
連サー
ビス業,
娯楽業

医療,
福祉

サービ
ス業
（他に
分類さ
れない
もの）

産業計 製造業
卸売業,
小売業

学術研
究,
専門・
技術
サービ
ス業

宿泊業,
飲食
サービ
ス業

生活関
連サー
ビス業,
娯楽業

医療,
福祉

サービ
ス業
（他に
分類さ
れない
もの）

4.0 5.0 4.1 3.6 2.7 4.7 3.4 4.5 -12.2 -12.4 -8.5 -14.3 -25.0 -3.1 -10.0 1.9 2.7 1.9 1.8 1.1 1.5 2.2 2.2

5.2 4.9 5.5 4.7 6.2 5.4 4.1 6.2 -8.4 -4.3 -13.9 -16.4 -3.9 -0.0 -0.3 -6.9 2.5 2.7 2.4 2.1 2.3 1.7 2.8 3.1

4.8 4.9 4.4 3.2 4.8 10.0 3.8 4.9 -9.5 -53.3 -10.0 -14.2 -3.4 -13.1 2.2 2.0 1.8 1.6 1.7 5.0 2.6 2.2

4.7 5.0 4.8 4.0 4.7 5.9 3.8 5.4 -9.6 -6.7 -14.3 -15.2 -3.9 -15.9 -2.3 -8.8 2.2 2.6 2.1 1.9 1.7 2.1 2.5 2.7

Ｒ
６
年

4.6 4.3 5.0 4.5 4.7 5.3 3.9 4.5 -11.1 -10.2 -17.5 -12.3 -1.1 -6.6 -22.8 -0.8 1.9 1.8 1.9 2.3 1.5 1.5 2.4 1.8

（注）空欄は該当する数値がないことを示す。

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

第２表　事業所の平均賃金改定率

賃金引上げ実施事業所 賃金引下げ実施事業所 賃金改定実施事業所及び凍結事業所の合計

ランク
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第３表　事業所の賃金引上げ率の分布の特性値

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

（Q１）  （Q２） （Q３） （Q１）  （Q２） （Q３） （Q１）  （Q２） （Q３） （Q１）  （Q２） （Q３）

1.5 2.5 5.0 0.70 2.0 3.0 4.8 0.47 1.5 3.0 5.0 0.58 2.0 2.7 5.0 0.56

1.6 3.1 5.4 0.61 1.8 3.4 5.1 0.49 1.6 3.1 5.0 0.55 1.8 3.5 4.9 0.44

1.4 3.3 6.0 0.70 2.4 4.5 6.0 0.40 1.5 3.1 6.3 0.77 1.4 2.8 3.9 0.45

1.5 3.0 5.0 0.58 2.0 3.2 5.1 0.48 1.5 3.1 5.1 0.58 2.0 2.9 4.9 0.50

Ｒ
６
年

1.6 3.2 5.2 0.56 1.6 3.0 5.0 0.57 1.7 3.4 5.3 0.53 2.0 3.5 5.2 0.46

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

第１・
四分位数

中位数
第３・

四分位数
分散係数

（Q１）  （Q２） （Q３） （Q１）  （Q２） （Q３） （Q１）  （Q２） （Q３） （Q１）  （Q２） （Q３）

1.0 1.6 3.0 0.63 1.0 3.5 8.0 1.00 1.0 2.4 4.3 0.69 1.2 3.0 5.0 0.63

1.0 3.8 10.1 1.20 1.1 3.8 8.5 0.97 1.2 2.7 5.0 0.70 1.2 3.0 5.5 0.72

1.1 5.0 6.6 0.55 2.5 3.9 5.8 0.42 1.0 2.3 5.0 0.87 2.4 4.0 6.0 0.45

1.0 2.5 6.0 1.00 1.1 3.8 8.0 0.91 1.1 2.5 4.9 0.76 1.3 3.0 5.3 0.67

Ｒ
６
年

1.2 4.0 6.7 0.69 1.5 3.5 8.0 0.93 1.4 2.7 5.0 0.67 1.7 3.3 5.0 0.50

（注）１　特性値は、賃金引上げ実施事業所についてみたものである。

　×　１／２

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

宿泊業，飲食サービス業 医療，福祉

　　　２　分散係数 ＝
第３・四分位数（Ｑ３）　－　第１・四分位数（Ｑ１）

中位数（Ｑ２）

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

ランク

ランク

サービス業（他に分類されないもの）

学術研究, 専門・技術サービス業

生活関連サービス業, 娯楽業

産業計 製造業 卸売業，小売業

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

％ ％％％

％ ％％
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（円、％）

Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年

Ａ 1,650 1,685 2.1 2.2 1,594 1,619 1.6 1.9 1,697 1,744 2.8 1.8 1,955 1,980 1.3 2.0 1,372 1,404 2.3 3.6 1,499 1,495 -0.3 2.2 1,665 1,704 2.3 2.5 1,784 1,834 2.8 1.6

Ｂ 1,423 1,464 2.9 2.4 1,438 1,470 2.2 2.6 1,437 1,479 2.9 2.3 1,715 1,747 1.9 1.1 1,177 1,215 3.2 2.2 1,387 1,402 1.1 3.1 1,444 1,501 3.9 2.2 1,517 1,559 2.8 2.6

Ｃ 1,300 1,339 3.0 2.7 1,252 1,287 2.8 3.4 1,332 1,368 2.7 2.2 1,612 1,629 1.1 3.1 1,093 1,141 4.4 2.1 1,206 1,232 2.2 3.5 1,331 1,375 3.3 3.3 1,387 1,432 3.2 2.4

計 1,499 1,537 2.5 2.3 1,478 1,508 2.0 2.3 1,524 1,567 2.8 2.1 1,826 1,852 1.4 1.8 1,240 1,277 3.0 2.8 1,411 1,420 0.6 2.7 1,519 1,566 3.1 2.4 1,608 1,654 2.9 2.1

Ａ 1,845 1,875 1.6 1.9 1,740 1,760 1.1 1.4 1,909 1,953 2.3 2.0 2,143 2,164 1.0 1.6 1,493 1,519 1.7 4.2 1,666 1,648 -1.1 0.1 1,929 1,923 -0.3 4.1 2,009 2,069 3.0 1.5

Ｂ 1,635 1,664 1.8 1.7 1,628 1,654 1.6 2.3 1,651 1,690 2.4 1.8 2,007 2,015 0.4 0.9 1,345 1,381 2.7 0.1 1,615 1,606 -0.6 2.1 1,644 1,657 0.8 -1.0 1,662 1,690 1.7 2.1

Ｃ 1,452 1,486 2.3 3.0 1,446 1,479 2.3 3.2 1,469 1,500 2.1 2.2 1,796 1,808 0.7 2.9 1,210 1,271 5.0 4.2 1,391 1,395 0.3 4.5 1,449 1,489 2.8 3.2 1,449 1,493 3.0 3.1

計 1,699 1,729 1.8 1.9 1,658 1,682 1.4 2.0 1,726 1,766 2.3 2.0 2,053 2,067 0.7 1.5 1,389 1,425 2.6 2.5 1,610 1,599 -0.7 1.5 1,739 1,748 0.5 1.8 1,764 1,806 2.4 1.9

Ａ 1,505 1,544 2.6 2.5 1,326 1,356 2.3 3.2 1,503 1,552 3.3 1.7 1,783 1,807 1.3 2.6 1,306 1,339 2.5 3.1 1,400 1,406 0.4 3.3 1,621 1,667 2.8 2.2 1,503 1,545 2.8 1.8

Ｂ 1,275 1,323 3.8 2.9 1,194 1,235 3.4 3.2 1,236 1,281 3.6 2.8 1,482 1,532 3.4 1.5 1,105 1,144 3.5 3.1 1,254 1,285 2.5 4.0 1,416 1,478 4.4 2.6 1,293 1,352 4.6 3.5

Ｃ 1,199 1,240 3.4 2.6 1,038 1,078 3.9 3.5 1,207 1,248 3.4 2.2 1,402 1,421 1.4 3.4 1,040 1,080 3.8 1.5 1,104 1,141 3.4 3.3 1,312 1,358 3.5 3.2 1,275 1,320 3.5 2.6

計 1,356 1,399 3.2 2.7 1,219 1,256 3.0 3.2 1,336 1,382 3.4 2.3 1,625 1,659 2.1 2.2 1,170 1,207 3.2 2.9 1,295 1,317 1.7 3.6 1,484 1,538 3.6 2.6 1,383 1,433 3.6 2.7

女

性

ランク

学術研究, 専門・技術サービス業

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

１時間当たり
賃金額

産業計 製造業 卸売業，小売業

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

第４表①　一般労働者及びパートタイム労働者の賃金上昇率（男女別内訳）

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率

男
　
　
女
　
　
計

男

生活関連サービス業, 娯楽業

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率

サービス業（他に分類されないもの）

１時間当たり
賃金額

宿泊業，飲食サービス業 医療，福祉

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率
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（円、％）

Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年

Ａ 1,650 1,685 2.1 2.2 1,594 1,619 1.6 1.9 1,697 1,744 2.8 1.8 1,955 1,980 1.3 2.0 1,372 1,404 2.3 3.6 1,499 1,495 -0.3 2.2 1,665 1,704 2.3 2.5 1,784 1,834 2.8 1.6

Ｂ 1,423 1,464 2.9 2.4 1,438 1,470 2.2 2.6 1,437 1,479 2.9 2.3 1,715 1,747 1.9 1.1 1,177 1,215 3.2 2.2 1,387 1,402 1.1 3.1 1,444 1,501 3.9 2.2 1,517 1,559 2.8 2.6

Ｃ 1,300 1,339 3.0 2.7 1,252 1,287 2.8 3.4 1,332 1,368 2.7 2.2 1,612 1,629 1.1 3.1 1,093 1,141 4.4 2.1 1,206 1,232 2.2 3.5 1,331 1,375 3.3 3.3 1,387 1,432 3.2 2.4

計 1,499 1,537 2.5 2.3 1,478 1,508 2.0 2.3 1,524 1,567 2.8 2.1 1,826 1,852 1.4 1.8 1,240 1,277 3.0 2.8 1,411 1,420 0.6 2.7 1,519 1,566 3.1 2.4 1,608 1,654 2.9 2.1

Ａ 1,831 1,870 2.1 2.2 1,702 1,727 1.5 1.5 1,936 1,991 2.8 1.7 2,023 2,052 1.4 2.4 1,623 1,663 2.5 5.4 1,697 1,664 -1.9 2.2 1,782 1,827 2.5 2.9 1,890 1,958 3.6 1.8

Ｂ 1,594 1,634 2.5 1.8 1,551 1,584 2.1 2.2 1,633 1,677 2.7 1.9 1,811 1,839 1.5 0.7 1,438 1,474 2.5 -1.3 1,546 1,551 0.3 1.1 1,529 1,590 4.0 1.9 1,663 1,704 2.5 2.5

Ｃ 1,416 1,452 2.5 3.0 1,353 1,388 2.6 3.4 1,438 1,475 2.6 2.9 1,649 1,658 0.5 2.9 1,285 1,350 5.1 1.8 1,336 1,355 1.4 2.0 1,398 1,434 2.6 3.5 1,442 1,489 3.3 3.0

計 1,667 1,706 2.3 2.1 1,590 1,621 1.9 2.1 1,723 1,771 2.8 1.9 1,901 1,928 1.4 1.8 1,498 1,541 2.9 2.1 1,582 1,574 -0.5 1.6 1,601 1,652 3.2 2.5 1,732 1,783 2.9 2.3

Ａ 1,354 1,383 2.1 2.2 1,247 1,269 1.8 3.8 1,290 1,325 2.7 1.9 1,640 1,644 0.2 0.2 1,238 1,265 2.2 2.6 1,199 1,238 3.3 2.0 1,545 1,579 2.2 2.0 1,414 1,401 -0.9 1.0

Ｂ 1,182 1,223 3.5 3.5 1,141 1,173 2.8 4.3 1,145 1,185 3.5 3.5 1,333 1,378 3.4 3.4 1,075 1,114 3.6 3.6 1,124 1,155 2.8 5.4 1,337 1,388 3.8 2.7 1,288 1,331 3.3 2.7

Ｃ 1,081 1,125 4.1 2.2 972 1,011 4.0 3.4 1,098 1,133 3.2 0.7 1,387 1,448 4.4 5.1 1,012 1,053 4.1 2.4 1,004 1,042 3.8 5.9 1,193 1,253 5.0 2.7 1,145 1,180 3.1 -0.8

計 1,237 1,273 2.9 2.8 1,160 1,189 2.5 3.8 1,195 1,232 3.1 2.5 1,488 1,512 1.6 1.6 1,125 1,160 3.1 3.2 1,141 1,175 3.0 4.1 1,416 1,460 3.1 2.4 1,315 1,342 2.1 1.5

パ
ー

ト

就業
形態

ランク

学術研究, 専門・技術サービス業 生活関連サービス業, 娯楽業

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額

産業計 製造業 卸売業，小売業 宿泊業，飲食サービス業

賃金上昇率

第４表②　一般労働者及びパートタイム労働者の賃金上昇率（一般・パート別内訳）

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率

一
般
パ
ー

ト
計

一
般

サービス業（他に分類されないもの）

１時間当たり
賃金額

医療，福祉

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率
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（円、％）

Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年
Ｒ６年
６月

Ｒ７年
６月

Ｒ６年

Ａ 1,666 1,714 2.9 2.7 1,594 1,632 2.4 2.7 1,723 1,772 2.8 2.5 1,974 2,017 2.2 2.7 1,395 1,435 2.9 3.4 1,511 1,567 3.7 2.7 1,677 1,731 3.2 2.9 1,792 1,860 3.8 2.3

Ｂ 1,432 1,480 3.4 2.9 1,441 1,483 2.9 2.9 1,447 1,496 3.4 3.0 1,732 1,791 3.4 1.7 1,185 1,231 3.9 3.0 1,395 1,428 2.4 3.4 1,454 1,517 4.3 2.8 1,522 1,568 3.0 2.8

Ｃ 1,304 1,351 3.6 3.1 1,262 1,303 3.2 3.6 1,333 1,383 3.8 2.7 1,613 1,652 2.4 3.2 1,102 1,150 4.4 1.9 1,195 1,241 3.8 4.5 1,334 1,381 3.5 3.9 1,393 1,448 3.9 2.7

計 1,509 1,558 3.2 2.8 1,481 1,521 2.7 2.9 1,539 1,588 3.2 2.8 1,842 1,891 2.7 2.4 1,254 1,298 3.5 3.0 1,418 1,463 3.2 3.2 1,528 1,586 3.8 3.0 1,614 1,670 3.5 2.5

Ａ 1,864 1,914 2.7 2.5 1,741 1,778 2.1 2.5 1,941 1,993 2.7 2.5 2,153 2,201 2.2 2.1 1,526 1,579 3.5 3.7 1,693 1,743 3.0 1.5 1,950 1,985 1.8 2.9 2,023 2,098 3.7 2.2

Ｂ 1,647 1,693 2.8 2.5 1,636 1,674 2.3 2.8 1,665 1,721 3.4 3.0 2,018 2,071 2.6 1.4 1,379 1,422 3.1 1.2 1,612 1,643 1.9 2.6 1,644 1,689 2.7 1.1 1,664 1,705 2.5 2.5

Ｃ 1,458 1,507 3.4 3.1 1,459 1,498 2.7 3.6 1,466 1,518 3.5 2.9 1,803 1,839 2.0 2.5 1,244 1,292 3.9 4.0 1,378 1,432 3.9 4.7 1,445 1,499 3.7 2.8 1,456 1,512 3.8 2.7

計 1,713 1,761 2.8 2.6 1,664 1,702 2.3 2.7 1,745 1,798 3.0 2.7 2,063 2,112 2.4 1.9 1,424 1,472 3.4 2.7 1,619 1,661 2.6 2.4 1,746 1,789 2.5 2.2 1,771 1,827 3.2 2.4

Ａ 1,518 1,566 3.2 2.9 1,321 1,359 2.9 3.4 1,524 1,570 3.0 2.6 1,806 1,843 2.0 3.2 1,323 1,356 2.5 3.1 1,402 1,462 4.3 3.3 1,633 1,690 3.5 2.9 1,506 1,565 3.9 2.4

Ｂ 1,281 1,332 4.0 3.2 1,193 1,239 3.9 3.3 1,242 1,284 3.4 3.1 1,499 1,562 4.2 2.1 1,104 1,151 4.3 3.8 1,268 1,303 2.8 3.9 1,426 1,492 4.6 3.1 1,300 1,355 4.2 3.4

Ｃ 1,201 1,247 3.8 3.1 1,044 1,085 3.9 3.7 1,211 1,259 4.0 2.4 1,397 1,441 3.1 4.1 1,039 1,088 4.7 1.2 1,099 1,140 3.7 4.5 1,317 1,362 3.4 4.1 1,278 1,331 4.1 2.5

計 1,364 1,413 3.6 3.1 1,217 1,260 3.5 3.4 1,348 1,392 3.3 2.7 1,642 1,690 2.9 2.9 1,174 1,217 3.7 3.2 1,301 1,347 3.5 3.7 1,495 1,554 3.9 3.1 1,388 1,444 4.0 2.9

Ａ 1,839 1,895 3.0 2.7 1,702 1,741 2.3 2.5 1,947 2,004 2.9 2.4 2,029 2,084 2.7 2.6 1,648 1,702 3.3 3.8 1,691 1,750 3.5 2.8 1,796 1,853 3.2 3.1 1,894 1,970 4.0 2.6

Ｂ 1,599 1,651 3.3 2.6 1,558 1,599 2.6 2.7 1,637 1,692 3.4 3.0 1,824 1,884 3.3 1.5 1,439 1,490 3.5 1.4 1,544 1,576 2.1 2.0 1,538 1,608 4.6 2.5 1,664 1,715 3.1 2.7

Ｃ 1,419 1,466 3.3 3.4 1,365 1,406 3.0 3.7 1,436 1,488 3.6 3.2 1,648 1,686 2.3 3.1 1,303 1,363 4.6 2.6 1,316 1,366 3.8 3.6 1,404 1,444 2.8 4.2 1,445 1,503 4.0 3.0

計 1,673 1,726 3.2 2.8 1,595 1,635 2.5 2.7 1,731 1,786 3.2 2.8 1,910 1,965 2.9 2.3 1,511 1,565 3.6 2.7 1,577 1,622 2.9 2.5 1,612 1,672 3.7 3.0 1,735 1,798 3.6 2.7

Ａ 1,364 1,401 2.7 2.7 1,245 1,276 2.5 3.4 1,308 1,341 2.5 2.8 1,688 1,665 -1.4 2.4 1,249 1,282 2.6 3.1 1,204 1,257 4.4 2.5 1,549 1,600 3.3 2.6 1,417 1,456 2.8 1.1

Ｂ 1,186 1,229 3.6 3.7 1,136 1,179 3.8 4.7 1,152 1,190 3.3 3.3 1,336 1,389 4.0 3.0 1,076 1,120 4.1 3.7 1,127 1,163 3.2 5.0 1,346 1,400 4.0 3.4 1,290 1,327 2.9 3.1

Ｃ 1,080 1,127 4.4 2.4 970 1,009 4.0 3.7 1,101 1,146 4.1 1.4 1,404 1,456 3.7 3.3 1,010 1,053 4.3 1.6 1,000 1,039 3.9 6.1 1,185 1,246 5.1 3.0 1,150 1,194 3.8 1.3

計 1,242 1,284 3.4 3.1 1,157 1,195 3.3 4.0 1,204 1,241 3.1 2.8 1,510 1,526 1.1 2.6 1,130 1,170 3.5 3.2 1,143 1,186 3.8 4.1 1,421 1,475 3.8 3.0 1,317 1,355 2.9 2.0

（資料注）第４表①、②の集計労働者31,297人のうち、本表の集計対象となる令和６年６月と令和７年６月の両方に在籍していた労働者は25,932人（82.9％）。

第４表③　一般労働者及びパートタイム労働者の賃金上昇率（令和６年６月と令和７年６月の両方に在籍していた労働者のみを対象とした集計）

性

就業
形態

ランク

産業計 製造業 卸売業，小売業 学術研究, 専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業 生活関連サービス業, 娯楽業 医療，福祉 サービス業（他に分類されないもの）

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率 賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率
１時間当たり

賃金額
賃金上昇率

１時間当たり
賃金額

賃金上昇率

パ
ー

ト

男

女

一
般

１時間当たり
賃金額

計
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参考１　賃金引上げの実施時期別事業所数割合

（％）

変わらない 早　い 遅　い その他

100.0 86.0 3.1 0.7 10.2

100.0 79.5 10.3 1.3 8.8

100.0 79.2 10.7 1.0 9.1

100.0 82.1 7.4 1.1 9.4

Ｒ
６
年

100.0 77.2 9.7 2.2 11.0

（注）「その他」には、前年には賃金引上げを実施しなかった事業所や、

　　　会社の設立が前年のため賃金引上げを行うのは今年が初めてである事業所が該当する。

Ｃ

計

１～６月に
賃金引上げを
実施した事業所

賃金引上げの実施時期は、昨年と比較して

ランク

Ａ

Ｂ
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（％）

計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５ 計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５ 計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５ 計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５

100.0 33.8 5.5 14.5 36.0 10.1 100.0 25.5 4.8 18.9 44.4 6.4 100.0 33.7 3.9 15.1 36.5 10.7 100.0 36.5 9.7 11.0 29.9 12.9

100.0 32.7 3.1 21.0 35.5 7.8 100.0 29.1 3.2 25.8 33.1 8.8 100.0 40.8 2.5 16.1 35.8 4.9 100.0 31.8 0.6 11.7 46.0 10.0

100.0 35.9 5.4 17.2 32.9 8.7 100.0 41.4 3.7 8.9 41.7 4.4 100.0 36.9 3.4 20.8 28.1 10.8 100.0 36.6 9.4 12.1 31.7 10.2

100.0 33.5 4.3 18.0 35.3 8.8 100.0 29.1 3.9 20.9 38.8 7.3 100.0 37.7 3.1 16.4 34.9 7.8 100.0 34.7 6.1 11.4 36.4 11.5

Ｒ
６
年

100.0 18.9 2.9 17.2 53.7 7.3 100.0 23.7 2.2 15.3 53.4 5.4 100.0 20.1 2.7 17.8 53.8 5.5 100.0 19.5 5.1 11.8 54.8 8.8

計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５ 計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５ 計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５ 計 事由１ 事由２ 事由３ 事由４ 事由５

100.0 38.8 3.1 16.8 31.8 9.5 100.0 33.8 1.6 11.1 35.5 18.0 100.0 31.2 15.2 17.5 30.6 5.6 100.0 37.0 5.5 5.6 44.9 7.0

100.0 31.6 1.9 27.9 26.1 12.4 100.0 21.4 6.1 26.3 37.4 8.7 100.0 38.2 8.5 23.5 23.9 5.8 100.0 21.9 1.5 15.7 54.5 6.4

100.0 33.7 7.1 18.3 27.6 13.3 100.0 33.4 0.0 20.5 45.3 0.9 100.0 40.5 15.9 18.9 21.6 3.1 100.0 28.7 6.3 10.6 48.4 6.0

100.0 34.6 3.1 22.3 28.5 11.5 100.0 27.5 3.7 19.7 37.4 11.6 100.0 35.1 12.4 20.2 26.8 5.4 100.0 28.1 3.5 11.5 50.3 6.5

Ｒ
６
年

100.0 16.1 2.7 24.0 48.7 8.7 100.0 11.4 1.0 14.7 64.5 8.4 100.0 28.1 4.5 15.5 40.1 11.8 100.0 13.5 4.1 13.9 62.0 6.4

 （注）事由１　昨年同様、７月以降実施の予定

　　　事由２　昨年は１～６月に実施したが、今年は７月以降実施の予定

　　　事由３　昨年は実施したが、今年は凍結の予定

　　　事由４　昨年は実施していないし、今年も実施しない予定

　　　事由５　昨年は実施しなかったが、今年は７月以降実施の予定

参考２　事由別賃金改定未実施事業所割合

宿泊業，飲食サービス業 医療，福祉 サービス業（他に分類されないもの）

産　　業　　計 製　　造　　業 卸売業，小売業 学術研究, 専門・技術サービス業

生活関連サービス業, 娯楽業

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

計

計

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ
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１　パートタイム労働者比率

（％）

令和６年 令和７年

39.2 39.6

２　男女別労働者数比率

（％）

令和６年 令和７年

男性 41.6 41.6

女性 58.4 58.4

３　年間所定労働日数（事業所平均）

（日）

令和５年度 令和６年度

246.6 246.1

付表　労働者構成比率及び年間所定労働日数

-11-
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
2022組替

集計
2023 2024 2025

2022組替

集計
2023 2024 2025

Ａランク 0.8 1.3 1.4 1.4 1.3 1.5 0.5 1.4 1.4 2.3 2.2 2.1 2.0 2.4 2.7 2.9

Ｂランク 1.0 1.2 1.4 1.7 0.8 0.7 0.1 1.3 1.4 2.0 2.4 2.9 2.0 2.4 2.9 3.4

Ｃランク 1.0 0.9 1.2 1.2 1.1 1.3 0.5 1.6 2.0 2.1 2.7 3.0 2.6 2.7 3.1 3.6

Ｄランク 0.9 0.9 0.9 1.3 1.9 0.8 0.3 1.9

計 0.9 1.1 1.3 1.4 1.3 1.2 0.4 1.5 1.5 2.1 2.3 2.5 2.1 2.5 2.8 3.2

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

Ａランク Ｂランク Ｃランク Ｄランク 計

（資料出所）厚生労働省「賃金改定状況調査」
（注）１．各ランクは、各年における適用ランクである。

２．「2022組替集計」のB及びCランクは、2022年調査の調査票情報を用いて2023年のランクに合わせて組み替え集計した結果である。

（％）

賃金改定状況調査結果第４表 ランク別賃金上昇率の推移

※ 第 ４ 表 ① は 一 般労 働者 及び パー トタ イム 労働 者の 賃金 上昇 率（ 男女 別内 訳）

※ 第 ４ 表 ② は 一 般労 働者 及び パー トタ イム 労働 者の 賃金 上昇 率（ 一般 ・パ ート 別内 訳）
第４表①② ※ 第 ４ 表 ③ は 一 般労 働者 及び パー ト

タ イ ム 労 働 者 の 賃金 上昇 率（ 前年 ６

月 と 当 年 ６ 月 の 両方 に在 籍し てい た

労 働 者 の み を 対 象と した 集計 ）

第４表③
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【別紙１】

（単位：円）

都道府県
生活保護（生活扶助基準（１
類費＋２類費＋期末一時扶助
費）＋住宅扶助）(注２)

最低賃金（令和５年度）
×173.8×0.807

最低賃金（令和６年度）
×173.8×0.807

北 海 道 106,601 134,646 141,659
青 森 98,428 125,950 133,665
岩 手 96,196 125,249 133,524
宮 城 101,914 129,457 136,470
秋 田 96,402 125,810 133,384
山 形 97,803 126,231 133,945
福 島 95,454 126,231 133,945
茨 城 94,894 133,665 140,958
栃 木 98,921 133,805 140,818
群 馬 97,641 131,140 138,153
埼 玉 112,485 144,184 151,197
千 葉 109,485 143,903 150,916
東 京 123,045 156,106 163,118
神 奈 川 118,793 155,965 162,978
新 潟 99,219 130,579 138,153
富 山 95,378 132,963 139,976
石 川 98,255 130,859 138,012
福 井 95,496 130,579 138,012
山 梨 93,084 131,561 138,574
長 野 96,121 132,963 139,976
岐 阜 97,673 133,244 140,397
静 岡 102,818 138,012 145,025
愛 知 104,379 144,044 151,056
三 重 96,048 136,470 143,483
滋 賀 99,522 135,628 142,641
京 都 109,630 141,379 148,391
大 阪 111,903 149,233 156,246
兵 庫 108,421 140,397 147,550
奈 良 98,803 131,280 138,293
和 歌 山 95,757 130,298 137,451
鳥 取 95,198 126,231 134,226
島 根 92,664 126,792 134,927
岡 山 100,705 130,719 137,732
広 島 103,821 136,049 143,062
山 口 92,171 130,158 137,311
徳 島 89,568 125,670 137,451
香 川 96,691 128,756 136,049
愛 媛 97,219 125,810 134,085
高 知 93,010 125,810 133,524
福 岡 99,364 131,981 139,135
佐 賀 91,817 126,231 134,085
長 崎 94,262 125,950 133,665
熊 本 93,581 125,950 133,524
大 分 92,697 126,091 133,805
宮 崎 92,684 125,810 133,524
鹿 児 島 92,467 125,810 133,665
沖 縄 95,928 125,670 133,524

（注１）　上記の額は四捨五入後の額である。

（注２）　生活保護のデータについて、生活扶助基準は都道府県内の人口による加重平均であり、住宅扶助は実績値である。

最低賃金額と生活保護費の比較（令和７年度）
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フリーテキスト
 資料№４

kuribayashit
フリーテキスト
15





資料№５

令和５年10月1日改正
1 広島県における18～19歳の単身世帯の例（限度額） （単位：円）

1 1 2 1 2

（
該
当
な
し
）

広島市 福山市
呉市
府中町

（
該
当
な
し
）

三原市
尾道市
府中市
大竹市
廿日市市
海田町
坂町

竹原市
三次市
庄原市
東広島市
安芸高田市
江田島市
熊野町

安芸太田町
北広島町
大崎上島町
世羅町
神石高原町

生
活
扶
助

第１類費

及び

第２類費

74,310 74,310 74,310 71,460 70,080 67,740

2 その他の加算額 （単位：円）

1 1 2 1 2

（
該
当
な
し
）

広島市 福山市
呉市
府中町

（
該
当
な
し
）

三原市
尾道市
府中市
大竹市
廿日市市
海田町
坂町

竹原市
三次市
庄原市
東広島市
安芸高田市
江田島市
熊野町

安芸太田町
北広島町
大崎上島町
世羅町
神石高原町

2,630 2,630 2,630 2,630 2,630 2,630

13,520 13,520 13,520 12,250 11,610 10,970

3 広島県の住宅扶助（特別基準額） （単位：円）

1 1 2 1 2

（
該
当
な
し
）

広島市 福山市
呉市
府中町

（
該
当
な
し
）

三原市
尾道市
府中市
大竹市
廿日市市
海田町
坂町

竹原市
三次市
庄原市
東広島市
安芸高田市
江田島市
熊野町

安芸太田町
北広島町
大崎上島町
世羅町
神石高原町

① 単身世帯 38,000 34,000 35,000 35,000 33,000 33,000

② 世帯人員２名 46,000 41,000 42,000 42,000 40,000 40,000

③ 世帯人員３～５名 49,000 44,000 46,000 46,000 43,000 43,000

④ 世帯人員６名 53,000 48,000 49,000 49,000 46,000 46,000

⑤ 世帯人員７名以上 59,000 53,000 55,000 55,000 52,000 52,000

生活扶助基準額（広島県）

２級地 ３級地

2

広 島 県

級 地 区 分
１級地 ２級地 ３級地

2

広 島 県

級 地 区 分
１級地

期末一時扶助費
（毎年12月）

冬季加算額
（Ⅵ区・単身世帯）
（11月～３月）

級 地 区 分

16

１級地 ２級地

広 島 県

３級地

2



　
６
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％
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0
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0
.
0

0
.
5

1
.
3

1
.
0

0
.
3

0
.
2

3
.
1

3
.
6

3
.
1

4
.
8

4
.
2

4
.
7

3
.
9

3
.
7

3
.
2

長
野

0
.
7

△
 
0
.
3

0
.
9

1
.
4

1
.
1

0
.
3

0
.
0

3
.
7

4
.
2

3
.
4

4
.
8

4
.
0

4
.
2

3
.
9

3
.
5

3
.
2

北
海

道
0
.
7

△
 
0
.
4

1
.
2

1
.
8

0
.
6

△
 
0
.
3

0
.
0

3
.
5

4
.
3

3
.
3

4
.
3

3
.
9

4
.
2

4
.
3

4
.
1

3
.
6

岐
阜

1
.
4

△
 
0
.
3

0
.
3

0
.
8

0
.
1

△
 
0
.
9

△
 
0
.
3

2
.
9

3
.
8

3
.
6

5
.
6

5
.
0

4
.
8

4
.
3

4
.
8

4
.
3

徳
島

1
.
1

0
.
3

0
.
5

1
.
4

0
.
7

0
.
0

0
.
0

2
.
3

3
.
3

3
.
4

4
.
5

4
.
1

3
.
9

3
.
6

3
.
6

3
.
4

福
島

0
.
8

△
 
0
.
2

0
.
5

1
.
1

0
.
8

0
.
1

△
 
0
.
5

3
.
2

3
.
9

3
.
0

4
.
2

4
.
0

4
.
1

3
.
6

3
.
7

3
.
1

新
潟

0
.
8

△
 
0
.
1

0
.
7

1
.
1

0
.
5

△
 
0
.
2

△
 
0
.
5

3
.
3

3
.
3

3
.
1

5
.
0

4
.
9

4
.
6

4
.
5

4
.
3

3
.
8

和
歌

山
0
.
7

0
.
2

0
.
7

1
.
1

0
.
1

0
.
2

△
 
0
.
3

2
.
2

3
.
1

2
.
8

4
.
1

4
.
2

4
.
5

4
.
5

4
.
2

3
.
8

愛
媛

0
.
8

0
.
0

0
.
4

1
.
0

0
.
1

△
 
0
.
3

△
 
0
.
6

2
.
4

4
.
0

3
.
5

4
.
1

4
.
0

4
.
3

3
.
6

3
.
4

3
.
0

島
根

1
.
0

△
 
0
.
3

0
.
4

1
.
3

0
.
6

△
 
0
.
7

△
 
0
.
1

2
.
7

3
.
8

3
.
0

4
.
5

4
.
3

4
.
0

3
.
6

3
.
1

2
.
0

大
分

1
.
2

0
.
1

0
.
6

1
.
5

0
.
6

0
.
4

△
 
0
.
5

2
.
1

3
.
3

3
.
2

4
.
6

4
.
1

4
.
1

4
.
0

3
.
8

3
.
8

熊
本

1
.
1

0
.
6

0
.
2

0
.
7

0
.
2

△
 
0
.
4

△
 
0
.
6

2
.
4

3
.
7

3
.
3

5
.
1

4
.
6

4
.
6

3
.
9

3
.
7

3
.
8

山
形

0
.
6

△
 
0
.
5

1
.
0

1
.
0

0
.
8

△
 
0
.
2

△
 
0
.
1

2
.
7

3
.
8

3
.
9

5
.
2

4
.
5

4
.
3

4
.
0

3
.
7

3
.
5

佐
賀

1
.
1

0
.
3

0
.
5

1
.
4

0
.
5

0
.
2

△
 
0
.
8

2
.
7

4
.
0

3
.
5

4
.
7

4
.
6

4
.
7

4
.
8

5
.
0

4
.
9

長
崎

1
.
3

0
.
2

0
.
5

1
.
4

0
.
4

0
.
3

△
 
0
.
4

2
.
6

3
.
7

3
.
5

5
.
4

4
.
6

4
.
6

4
.
6

4
.
4

4
.
1

岩
手

0
.
5

△
 
0
.
1

1
.
6

1
.
3

0
.
3

△
 
0
.
1

0
.
2

2
.
8

4
.
5

3
.
4

4
.
3

3
.
9

4
.
1

3
.
8

3
.
7

3
.
7

高
知

1
.
3

△
 
0
.
1

0
.
9

0
.
6

0
.
6

△
 
0
.
2

△
 
0
.
4

2
.
2

4
.
0

3
.
5

5
.
1

4
.
3

4
.
6

4
.
4

4
.
2

4
.
1

鳥
取

1
.
1

0
.
0

0
.
8

1
.
8

0
.
5

△
 
0
.
4

△
 
0
.
7

2
.
9

4
.
0

3
.
0

4
.
0

4
.
2

4
.
0

3
.
8

3
.
5

3
.
4

秋
田

0
.
5

0
.
0

1
.
1

1
.
6

0
.
7

△
 
0
.
6

0
.
3

4
.
0

4
.
0

3
.
3

4
.
8

4
.
5

3
.
8

3
.
4

3
.
3

2
.
9

鹿
児

島
1
.
4

0
.
1

0
.
5

0
.
8

0
.
2

0
.
2

△
 
0
.
4

2
.
1

3
.
1

3
.
5

6
.
2

5
.
1

4
.
9

4
.
7

4
.
4

4
.
6

宮
崎

1
.
1

0
.
3

0
.
9

0
.
6

0
.
4

0
.
0

△
 
0
.
5

2
.
6

3
.
6

3
.
6

5
.
2

5
.
0

4
.
7

4
.
4

4
.
3

4
.
1

青
森

0
.
2

△
 
0
.
6

1
.
3

1
.
6

0
.
6

△
 
0
.
7

△
 
0
.
1

4
.
0

3
.
9

3
.
2

4
.
9

4
.
5

4
.
3

4
.
1

4
.
1

3
.
5

沖
縄

0
.
8

0
.
3

0
.
5

1
.
3

0
.
4

△
 
0
.
7

0
.
0

3
.
2

4
.
3

3
.
8

5
.
6

5
.
1

5
.
0

4
.
4

4
.
0

4
.
4

資
料

出
所

　
総

務
省

「
消

費
者

物
価

指
数

」

（
注

）
１

　
数

値
は

、
都

道
府

県
庁

所
在

都
市

の
も

の
で

あ
る

。

　
　

　
２

　
指

数
は

、
「

持
家

の
帰

属
家

賃
を

除
く

総
合

」
を

用
い

た
。

Ｃ ラ ン ク

2
0
2
5
年

ラ
ン

ク
都

道
府

県

Ａ ラ ン ク Ｂ ラ ン ク

-
4
0
-
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１
　

主
要

指
標

の
推

移
 
(
1
)
 
G
D
P
、

鉱
工

業
生

産
指

数
、

製
造

工
業

稼
働

率
指

数
、

倒
産

件
数

、
完

全
失

業
者

数
及

び
完

全
失

業
率

年
率
換
算

（
億
円
）

（
％
）

（
％
）

（
億
円
）

（
％
）

(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％
）

(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
（

件
）

（
％

）
（

万
人

）
（

万
人

）
（

％
）

20
15

年
5,
3
80
,3
2
3

3.
7 

-
5,

3
80

,
8
12

1.
6 

11
0.

5
△
 1

.2
 

11
6.

5
△

 2
.7
 

8,
81
2

△
 9
.4
 

22
2

△
 1
4 

3.
4 

20
16

年
5,
4
43
,6
4
6

1.
2 

-
5,

4
21

,
3
74

0.
8 

11
0.

5
0.

0 
11

4.
7

△
 1
.6
 

8,
44
6

△
 4
.2
 

20
8

△
 1
4 

3.
1 

20
17

年
5,
5
30
,7
3
0

1.
6 

-
5,

5
12

,
2
00

1.
7 

11
4.

0
3.

1 
11

9.
2

3.
9 

8,
40
5

△
 0
.5
 

19
0

△
 1
8 

2.
8 

20
18

年
5,
5
66
,3
0
1

0.
6 

-
5,

5
47

,
6
65

0.
6 

11
4.

6
1.

1 
11

9.
3

0.
8 

8,
23
5

△
 2
.0
 

16
7

△
 2
3 

2.
4 

20
19

年
5,
5
79
,1
0
8

0.
2 

-
5,

5
25

,
3
54

△
 0

.4
 

11
1.

6
△
 2

.6
 

11
4.

8
△

 3
.8
 

8,
38
3

1.
8 

16
2

△
 5
 

2.
4 

20
20

年
5,
3
96
,4
6
0

△
 3
.3
 

-
5,

2
95

,
0
15

△
 4

.2
 

10
0.

0
△
 1

0.
4 

10
0.

0
△

 1
2.
9 

7,
77
3

△
 7
.3
 

19
2

30
 

2.
8 

20
21

年
5,
5
30
,6
8
3

2.
5 

-
5,

4
37

,
7
99

2.
7 

10
5.

4
5.

4 
10

8.
5

8.
5 

6,
03
0

△
 2
2.
4 

19
5

3 
2.
8 

20
22

年
5,
6
04
,6
4
3

1.
3 

-
5,

4
88

,
6
34

0.
9 

10
5.

3
△
 0

.1
 

10
8.

1
△

 0
.4
 

6,
42
8

6.
6 

17
9

△
 1
6 

2.
6 

20
23

年
5,
9
13
,7
9
1

5.
5 

-
5,

5
64

,
8
74

1.
4 

10
3.

9
△
 1

.3
 

10
7.

0
△

 1
.0
 

8,
69
0

35
.2
 

17
8

△
 1
 

2.
6 

20
24

年
6,
0
94
,5
8
8

3.
1 

5,
5
74

,
4
54

0.
2 

10
1.

2
△
 2

.6
 

10
1.

4
△

 5
.2
 

10
,0
06

15
.1
 

17
6

△
 2
 

2.
5 

20
24

年
１

～
３

月
5,
95

2,
08
2

0.
1 

0.
3 

5,
52

1,
79

2
△
 0

.3
 

99
.0

△
 5

.2
 

10
0.

1
△

 6
.2
 

2,
31
9

18
.6
 

17
5

△
 2
 

2.
5 

４
～

６
月

6,
09

6,
64
3

2.
4 

10
.1
 

5,
57

4,
54

4
1.

0 
10

1.
1

2.
1 

10
1.

9
1.
8 

2,
61
2

25
.2
 

18
9

4 
2.
7 

７
～

９
月

6,
12

8,
74
0

0.
5 

2.
1 

5,
58

6,
54

7
0.

2 
10

1.
4

0.
3 

10
0.

4
△

 1
.5
 

2,
48
3

10
.9
 

17
9

△
 5
 

2.
6 

1
0
～

1
2
月

6,
19

8,
05
8

1.
1 

4.
6 

5,
61

7,
65

8
0.

6 
10

1.
8

0.
4 

10
1.

4
1.
0 

2,
59
2

7.
6 

16
3

△
 4
 

2.
3 

20
25

年
１

～
３

月
6,
25

3,
21
2

0.
9 

3.
6 

5,
61

5,
41

8
0.

0 
10

1.
5

△
 0

.3
 

10
3.

7
2.
3 

2,
45
7

6.
0 

16
9

△
 6
 

2.
4 

　
　

４
～

６
月

　
　

　
　

　
　

　
　

　
2,
53
3

△
 3
.0
 

　
　

　

20
25

年
１

月
-

-
-

-
-

99
.9

△
 1

.1
 

10
5.

3
4.
5 

84
0

19
.8
 

17
4

2 
2.
5 

２
月

-
-

-
-

-
10

2.
2

2.
3 

10
4.

1
△

 1
.1
 

76
4

7.
3 

16
8

△
 6
 

2.
4 

３
月

-
-

-
-

-
10

2.
4

0.
2 

10
1.

6
△

 2
.4
 

85
3

△
 5
.8
 

17
3

5 
2.
5 

４
月

-
-

-
-

-
10

1.
3

△
 1

.1
 

10
2.

9
1.
3 

82
8

5.
7 

17
6

3 
2.
5 

５
月

-
-

-
-

-
10

1.
8

0.
5 

 
 

85
7

△
 1
5.
1 

17
2

△
 4
 

2.
5 

６
月

-
-

-
-

-
　

　
 

 
84
8

3.
4 

　
　

　

（
注
）
１
　

斜
字
と
な
っ
て
い
る
G
DP
の
四
半
期
別
の
数
値
、
鉱
工
業
生
産
指
数
及
び
製
造
工
業
稼
働
率
指
数
の
四
半
期
別
・
月
別

の
数

値
並

び
に

完
全

失
業

者
数

及
び

完
全

失
業

率
の

月
別

の
数

値
は

、

　
　
　
　
　

季
節
調
整
値
及
び
そ
の
前
期
（
月
、
四
半
期
）

比
（
差
）
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
数
値
は
原
数
値
で
あ
る
。
ま
た
、

鉱
工

業
生

産
指

数
の

20
25
年

５
月

分
の

数
値

は
速

報
値

で
あ

る
。

　
　
　
２
　

G
DP
の
四
半
期
の
額
は
年
率
で
あ
る
。
実
質
の
実
額
は
20

1
5
暦
年
連
鎖
価
格
で
あ
る
。

　
　
　
３
　

2
01
7年

以
前
の
鉱
工
業
生
産
指
数
、
製
造
工
業

稼
働
率
指
数
は
接
続
指
数
で
あ
り
、
稼
働
率
指
数
接
続
指
数
の
暦
年

値
は

月
次

原
指

数
の

12
か

月
平

均
値

を
労

働
基

準
局

賃
金

課
に

て
算

出
。

　
　
　
　
　

ま
た
、
20
1
8年

以
前
の
鉱
工
業
生
産
指
数
、
製

造
工
業
稼
働
率
指
数
の
前
年
比
は
公
表
当
時
に
お
け
る
指
数
値
か
ら

計
算

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
接

続
指

数
で

計
算

し
た

前
年

比
と

は

　
　
　
　
　

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

倒
産

件
数

完
全

失
業

者
数

（
月

平
均

）

実
数

前
年

差

資
料

出
所

内
閣
府
「
国
民
経
済
計
算
」

経
済
産
業
省
「
鉱
工
業
指
数
」

東
京

商
工

リ
サ

ー
チ

調
べ

総
務

省
「

労
働

力
調

査
」

指
数

前
期
比

指
数

前
期

比
実

数
前

年
比

完
全

失
業

率
実
質

前
期
比

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）

鉱
工
業
生
産
指
数

製
造
工
業
稼

働
率

指
数

名
目

前
期
比

-
1
-
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１
　

主
要

指
標

の
推

移
 
(
2
)
 
求

人
倍

率
、

消
費

者
物

価
指

数
、

国
内

企
業

物
価

指
数

、
賃

金
（

現
金

給
与

総
額

）
指

数

新
規

有
効

指
数

前
期

比
指

数
前

期
比

名
目

指
数

前
期

比
実

質
指

数
前

期
比

パ
ー

ト
比

率
名

目
指

数
前

期
比

実
質

指
数

前
期

比
パ

ー
ト

比
率

（
倍

）
（

倍
）

(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
（

％
）

(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
(
2
0
2
0
年

=
1
0
0
)

（
％

）
（

％
）

2
0
1
5

年
1
.
8
0

1
.
2
0

9
7
.
8

1
.
0

9
9
.
7

△
 
2
.
4

9
9
.
1

0
.
1

1
0
1
.
3

△
 
0
.
8

3
0
.
4
1

9
9
.
8

0
.
4

1
0
2
.
0

△
 
0
.
5

1
4
.
2
9

2
0
1
6

年
2
.
0
4

1
.
3
6

9
7
.
7

△
 
0
.
1

9
6
.
2

△
 
3
.
5

9
9
.
7

0
.
6

1
0
2
.
0

0
.
8

3
0
.
6
3

1
0
0
.
5

0
.
7

1
0
2
.
9

0
.
8

1
4
.
1
4

2
0
1
7

年
2
.
2
4

1
.
5
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.
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△
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.
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.
0

1
0
2
.
2

2
.
2

1
3
.
4
5

2
0
2
2

年
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.
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.
9

9
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.
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△
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.
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1
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1
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.
6

1
.
7

1
0
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.
9

△
 
1
.
3
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.
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0
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3

年
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.
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9
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.
3
1

1
0
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.
6

3
.
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9
.
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4
.
4

1
0
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.
5

1
.
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7
.
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△
 
2
.
5

3
2
.
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4

1
0
5
.
4

1
.
7

9
8
.
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△
 
2
.
0

1
3
.
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4

年
2
.
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5

1
.
2
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1
1
0
.
0

3
.
2

1
2
2
.
6

2
.
3

1
0
9
.
2

2
.
8

9
9
.
3

△
 
0
.
3

3
0
.
8
5

1
0
9
.
3

3
.
0

9
9
.
4

△
 
0
.
1

1
2
.
9
5

2
0
2
4

年
１

～
３

月
2.

29
1.

26
1
0
8
.
3

0
.
1

1
2
0
.
6

0
.
6

10
4.

5
0.

8
96

.5
0.

5
3
0
.
9
1

10
5.

9
0.

4
97

.7
0.

0
1
3
.
0
3

４
～

６
月

2.
22

1.
25

1
0
9
.
4

1
.
0

1
2
2
.
2

1
.
3

10
6.

4
1.

8
97

.2
0.

7
3
0
.
6
3

10
8.

6
2.

5
99

.3
1.

6
1
2
.
9
7

７
～

９
月

2.
25

1.
24

1
1
0
.
4

1
.
0

1
2
3
.
3

0
.
9

10
6.

4
0.

0
96

.3
△

 0
.9

3
0
.
7
7

10
8.

6
0.

0
98

.4
△

 0
.9

1
2
.
8
7

1
0
～

1
2
月

2.
26

1.
25

1
1
1
.
9

1
.
3

1
2
4
.
5

1
.
0

10
7.

4
0.

9
96

.1
△

 0
.2

3
1
.
1
1

10
9.

6
0.

9
98

.1
△

 0
.3

1
2
.
9
4

2
0
2
5

年
１

～
３

月
2.

31
1.

25
1
1
3
.
0

1
.
0

1
2
5
.
7

1
.
0

10
6.

9
△

 0
.5

94
.5

△
 1

.7
3
1
.
5
3

11
0.

1
0.

5
97

.3
△

 0
.8

1
3
.
1
9

４
～

６
月

1
2
6
.
4

0
.
6

2
0
2
5

年
１

月
2.

32
1.

26
1
1
3
.
2

0
.
6

1
2
5
.
3

0
.
2

10
6.

3
△

 1
.6

94
.1

△
 2

.1
3
1
.
4
3

10
9.

1
△

 1
.9

96
.5

△
 2

.4
1
3
.
1
4

２
月

2.
30

1.
24

1
1
2
.
7

△
 
0
.
4

1
2
5
.
7

0
.
3

10
7.

4
1.

0
95

.1
1.

1
3
1
.
6
5

11
0.

1
0.

9
97

.5
1.

0
1
3
.
2
0

３
月

2.
32

1.
26

1
1
3
.
1

0
.
3

1
2
6
.
1

0
.
3

10
6.

9
△

 0
.5

94
.4

△
 0

.7
3
1
.
5
1

11
1.

0
0.

8
98

.0
0.

5
1
3
.
2
2

４
月

2.
24

1.
26

1
1
3
.
5

0
.
4

1
2
6
.
5

0
.
3

10
7.

4
0.

5
94

.7
0.

3
3
1
.
0
4

11
0.

7
△

 0
.3

97
.6

△
 0

.4
1
3
.
0
6

５
月

2.
14

1.
24

1
1
3
.
9

0
.
4

1
2
6
.
4

△
 
0
.
1

10
6.

6
△

 0
.7

93
.6

△
 1

.2
3
1
.
1
1

11
0.

6
△

 0
.1

97
.1

△
 0

.5
1
3
.
0
0

６
月

1
2
6
.
2

△
 
0
.
2

（
注

）
１

　
斜

字
と

な
っ

て
い

る
求

人
倍

率
及

び
賃

金
指

数
の

四
半

期
別

・
月

別
の

数
値

は
季

節
調

整
値

及
び

そ
の

前
期

（
四

半
期

、
月

）
比

で
あ

り
、

そ
の

ほ
か

の
数

値
は

原
数

値
で

あ
る

。

　
　

　
２

　
毎

月
勤

労
統

計
調

査
は

、
事

業
所

規
模

５
人

以
上

の
結

果
で

あ
る

。
四

半
期

の
季

節
調

整
値

は
労

働
基

準
局

賃
金

課
に

お
い

て
月

数
値

を
平

均
し

て
算

出
し

て
い

る
。

2
0
2
4
年

の
前

年
比

に
つ

い
て

は
、

2
0
2
3
年

に
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
更

新
を

行
っ

た
参

考
値

を
作

成
し

、
こ

の
参

考
値

と
2
0
2
4
年

の
値

を
比

較
す

る
こ

と
に

よ
り

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

更
新

の

影
響

を
取

り
除

い
て

算
出

し
て

い
る

た
め

、
指

数
か

ら
算

出
し

た
場

合
と

一
致

し
な

い
。

ま
た

、
2
0
2
5
年

5
月

の
数

値
は

速
報

値
で

あ
る

。

　
　

　
３

　
求

人
倍

率
は

、
新

規
学

卒
者

を
除

き
、

パ
ー

ト
タ

イ
ム

を
含

ん
で

い
る

。

　
　

　
４

　
国

内
企

業
物

価
指

数
の

2
0
2
5
年

６
月

分
の

数
値

は
速

報
値

で
あ

る
。

同
指

数
の

2
0
2
0
年

以
前

の
暦

年
値

の
前

年
比

は
各

基
準

の
指

数
か

ら
算

出
し

た
値

を
掲

載
し

て
お

り
、

　
　

　
　

掲
載

し
て

い
る

指
数

か
ら

算
出

し
た

前
年

比
と

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

資
料

出
所

厚
生

労
働

省
｢職

業
安

定
業

務
統

計
｣

総
務

省
「

消
費

者
物

価
指

数
」

日
本

銀
行

「
企

業
物

価
指

数
」

厚
生

労
働

省
「

毎
月

勤
労

統
計

調
査

」

求
人

倍
率

消
費

者
物

価
指

数
国

内
企

業
物

価
指

数
賃

金
(
現

金
給

与
総

額
)
指

数
、

パ
ー

ト
比

率
(
持

家
の

帰
属

家
賃

を
除

く
総

合
)

調
査

産
業

計
製

造
業

-
2
-
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３
　

賃
金

・
労

働
時

間
の

推
移

　
(
1
)
　

賃
金

　
　
イ
　
賃
金
（
現
金
給
与
総
額
・
定
期
給
与
額
）
増
減
率
の
推
移

（
単
位
：
％
）

2
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1
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2
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1
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0
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2
0
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2
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年
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３
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４
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５
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△
 
1
.
7
 

1
.
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△
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△
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.
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△
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△
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.
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.
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.
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)
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.
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1
.
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3
.
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1
.
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.
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.
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1
.
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.
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.
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.
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(
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)

(
0
.
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)

(
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.
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)

(
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.
2
)

(
2
.
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)
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.
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)

(
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.
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)

(
2
.
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)

(
1
.
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)

(
1
.
7
)

(
2
.
4
)

(
2
.
3
)

△
 
1
.
1
 

△
 
0
.
6
 

△
 
1
.
1
 

0
.
9
 

3
.
1
 

1
.
3
 

3
.
0
 

2
.
5
 

1
.
6
 

0
.
8
 

1
.
8
 

1
.
4
 

(
△

 
1
.
3
)

(
△

 
0
.
7
)

(
0
.
2
)

(
0
.
8
)

(
3
.
0
)

(
1
.
1
)

(
3
.
3
)

(
2
.
5
)

(
1
.
5
)

(
0
.
9
)

(
1
.
8
)

(
1
.
4
)

△
 
0
.
6
 

△
 
0
.
2
 

0
.
2
 

△
 
0
.
1
 

△
 
0
.
3
 

0
.
5
 

1
.
3
 

1
.
7
 

1
.
2
 

1
.
5
 

2
.
0
 

2
.
3
 

(
△

 
0
.
5
)

(
△

 
0
.
1
)

(
0
.
8
)

(
0
.
0
)

(
△

 
0
.
5
)

(
0
.
4
)

(
1
.
3
)

(
1
.
7
)

(
1
.
1
)

(
1
.
5
)

(
2
.
0
)

(
2
.
4
)

資
料

出
所

　
厚

生
労

働
省

「
毎

月
勤

労
統

計
調

査
」

（
注

）
１

　
各

年
（

月
）

の
数

値
は

、
指

数
の

対
前

年
（

同
月

）
増

減
率

で
あ

る
。

 

　
　

　
２

　
（

　
）

内
の

数
値

は
所

定
内

給
与

額
に

つ
い

て
の

増
減

率
で

あ
る

。

　
　

　
３

　
2
0
2
5
年

５
月

の
数

値
は

速
報

値
で

あ
る

。

2
0
2
5
年

現 金 給 与 総 額

3
0
人

以
上

5
～

2
9
人

定 期 給 与 額

3
0
人

以
上

5
0
0
人

以
上

1
0
0
～

4
9
9
人

3
0
～

9
9
人

5
～

2
9
人

-
5
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ロ
　

パ
ー

ト
タ

イ
ム

労
働

者
比

率
の

推
移

（
単

位
：

％
）

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

年
年

年
年

年
年

年
年

年
１

月
２

月
３

月
４

月
５

月

2
5
.
2
2

2
5
.
0
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2
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.
0
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2
5
.
5
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2
5
.
2
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2
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.
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2
4
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2
4
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6
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2
4
.
8
2

2
5
.
5
3

2
5
.
6
8

2
5
.
5
4

2
5
.
1
0

2
5
.
2
8

5
0
0
人

以
上

1
7
.
0
5

1
6
.
6
3

1
5
.
8
5

1
6
.
0
3

1
5
.
3
9

1
5
.
3
0

1
4
.
9
7

1
5
.
3
7

1
5
.
7
4

1
6
.
1
3

1
6
.
0
7

1
5
.
9
2

1
5
.
5
7

1
5
.
6
2

1
0
0
～

4
9
9
人

2
4
.
4
6

2
4
.
9
9

2
4
.
5
9

2
4
.
7
8

2
4
.
9
2

2
4
.
4
0

2
3
.
5
4

2
3
.
7
1

2
3
.
7
8

2
4
.
9
7

2
4
.
8
5

2
4
.
8
5

2
4
.
4
4

2
4
.
7
4

3
0
～

9
9
人

3
0
.
3
9

2
9
.
9
5

3
0
.
2
8

3
1
.
4
7

3
1
.
1
5

3
1
.
3
1

3
0
.
5
6

3
0
.
8
2

3
0
.
5
1

3
1
.
1
3

3
1
.
6
4

3
1
.
3
7

3
0
.
9
7

3
1
.
1
7

3
7
.
8
0

3
7
.
9
0

3
9
.
0
6

3
9
.
7
7

3
9
.
1
4

3
9
.
5
2

4
1
.
0
1

4
2
.
0
7

4
0
.
3
1

4
0
.
5
9

4
0
.
9
0

4
0
.
7
0

4
0
.
2
9

4
0
.
2
0

資
料

出
所

　
厚

生
労

働
省

「
毎

月
勤

労
統

計
調

査
」

（
注

）
2
0
2
5
年

５
月

の
数

値
は

速
報

値
で

あ
る

。

3
0
人

以
上

2
0
2
5
年

5
～

2
9
人

-
6
-

kuribayashit
フリーテキスト


kuribayashit
フリーテキスト
23





　
　

ハ
　

初
任

給
額

、
上

昇
額

等
の

推
移

20
15

年
度

1
,2
39

(
0.
8)

90
4
(0
.5
)

70
6
(0
.4
)

1,
15
1
(0
.7
)

1,
57
9
(0
.9
)

1,
34
2
(0
.8
)

1,
57
4
(0
.8
)

1,
93
3
(0
.9
)

1,
31
8
(0
.7
)

1,
87
5
(0
.9
)

20
16

年
度

8
24

(
0.
5)

58
2
(0
.3
)

61
6
(0
.4
)

74
8
(0
.5
)

99
5
(0
.5
)

76
7
(0
.4
)

88
0
(0
.4
)

1,
26
3
(0
.6
)

63
1
(0
.3
)

1,
15
3
(0
.5
)

20
17

年
度

1
,0
93

(
0.
7)

56
5
(0
.3
)

53
2
(0
.3
)

83
4
(0
.5
)

96
6
(0
.5
)

85
1
(0
.5
)

1,
10
9
(0
.5
)

1,
13
2
(0
.5
)

74
5
(0
.4
)

93
0
(0
.4
)

20
18

年
度

1
,3
61

(
0.
8)

2,
61
8
(1
.6
)

2,
38
5
(1
.5
)

1,
38
6
(0
.8
)

1,
66
0
(0
.9
)

1,
49
3
(0
.8
)

1,
63
7
(0
.8
)

2,
17
1
(1
.0
)

1,
51
1
(0
.8
)

1,
70
7
(0
.8
)

20
19

年
度

1
,6
70

(
1.
0)

1,
73
7
(1
.0
)

1,
64
1
(1
.0
)

1,
61
3
(1
.0
)

1,
49
0
(0
.8
)

1,
64
2
(0
.9
)

1,
54
4
(0
.7
)

1,
25
1
(0
.6
)

1,
04
1
(0
.6
)

1,
56
9
(0
.7
)

20
20

年
度

1
,6
81

(
1.
0)

1,
09
8
(0
.8
)

1,
16
0
(0
.7
)

1,
44
3
(0
.8
)

1,
59
7
(0
.8
)

1,
20
2
(0
.7
)

1,
40
8
(0
.7
)

1,
60
8
(0
.8
)

1,
23
1
(0
.7
)

1,
49
8
(0
.7
)

20
21

年
度

6
34

(
0.
4)

78
1
(0
.5
)

60
3
(0
.4
)

50
5
(0
.3
)

86
7
(0
.5
)

79
7
(0
.4
)

72
7
(0
.3
)

90
4
(0
.4
)

54
4
(0
.3
)

77
8
(0
.3
)

20
22

年
度

1
,9
67

(
1.
1)

2,
05
0
(1
.2
)

2,
10
9
(1
.3
)

1,
87
1
(1
.1
)

1,
88
3
(1
.0
)

1,
66
9
(0
.9
)

1,
78
9
(0
.9
)

1,
37
5
(0
.6
)

1,
27
5
(0
.7
)

1,
81
7
(0
.8
)

20
23

年
度

5
,9
88

(
3.
4)

6,
23
8
(3
.5
)

6,
13
9
(3
.7
)

6,
08
4
(3
.5
)

6,
67
3
(3
.4
)

6,
36
1
(3
.4
)

6,
16
1
(2
.9
)

7,
56
7
(3
.5
)

6,
00
7
(3
.1
)

7,
15
8
(3
.1
)

20
24

年
度

10
,4
90

(
5.
8)

8,
80
7
(4
.7
)

7,
88
4
(4
.5
)

10
,9
46

(6
.1
)

11
,1
11

(5
.5
)

10
,0
72

(5
.2
)

10
,5
44

(4
.8
)

13
,6
44

(6
.0
)

10
,7
57

(5
.4
)

12
,2
87

(5
.2
)

20
25

年
度

12
,9
07

(
6.
7)

17
,5
30

(8
.6
)

12
,1
00

(6
.4
)

12
,6
40

(6
.6
)

14
,6
58

(6
.8
)

14
,4
84

(7
.0
)

15
,2
26

(6
.3
)

15
,8
93

(6
.5
)

12
,6
16

(5
.9
)

16
,0
66

(6
.2
)

資
料

出
所
　
労
務
行
政
研
究
所
（
労
政
時
報

）
「
決
定
初
任
給
の
最
終
結
果
（
各
年
度
）
」

（
注

）
１
　
上
段
は
初
任
給
額
(円

)、
下
段

左
は
上
昇
額
(円

)、
下
段
右
は
上
昇
率
(％

)。

　
　

　
２
　
集
計
（
回
答
）
企
業
は
各
調
査

年
度
に
よ
り
異
な
り
、
上
昇
額
・
率
は
各
調
査
年
度
に
お
い
て
付
帯
的
に
調
査
し
た
前
年
度
の
初
任
給
額
を
も
と
に
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

  
  
  

  
こ
の
た
め
、
上
昇
額
・
率
は
、
前
年
度
の
初
任
給
額
か
ら
計
算
さ
れ
る
上
昇
額
・
率
と
は
一
致
し
な
い
。
ま

た
、
上
昇
額
・
率
が
正
で
あ
っ
て
も
初
任
給
額
が
前
年
度
の

　
　

　
　
額
よ
り
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
箇

所
が
一
部
の
区
分
に
み
ら
れ
る
。

　
　

　
３
　
調
査
対
象
は
、
全
国
証
券
市
場

の
上
場
企
業
及
び
上
場
企
業
に
匹
敵
す
る
非
上
場
企
業
で
あ
る
。

　
　

　
４
　
20
25
年
度
は
、
東
証
プ
ラ
イ
ム

上
場
企
業
に
つ
い
て
の
速
報
集
計
結
果
で
あ
る
。

2
1
4
,
6
2
1

2
0
3
,
8
7
3

2
3
1
,
1
2
7

2
4
1
,
0
8
5

2
1
1
,
6
1
6

2
5
0
,
4
4
9

（
事
務
・
技
術
）

（
現
業
）

（
技
術
）

（
事
務
）

（
事
務
・
技
術
）

（
修
士
）

基
幹
職

補
助
職

基
幹
職

補
助
職

2
2
2
,
0
8
3

1
6
4
,
8
2
8

1
6
7
,
3
7
0

1
5
9
,
2
4
6

1
6
6
,
6
1
7

1
8
5
,
1
8
6

1
7
6
,
1
9
7

2
0
7
,
1
6
3

上
段

：
初
任
給
額
（
単
位
：
円
）
、
下
段
：
上
昇
額
・
率
（
単
位
：
円
、
％
）

高
校
卒

高
専
卒

短
大
卒

大
学
卒

大
学
院

一
律

差
あ
り

一
律

差
あ
り

卒

2
0
9
,
7
8
5

1
8
4
,
6
9
1

2
2
3
,
6
8
4

1
6
3
,
7
3
7

1
6
7
,
4
7
2

1
5
9
,
3
8
2

1
6
5
,
0
5
4

1
8
4
,
1
7
3

1
7
5
,
5
9
1

2
0
5
,
9
1
4

2
0
7
,
8
5
4

1
8
4
,
1
6
9

2
2
4
,
2
1
2

1
6
8
,
2
8
6

1
7
0
,
1
0
4

1
6
1
,
8
8
9

1
6
8
,
0
8
5

1
8
7
,
6
5
2

1
7
9
,
3
3
4

2
0
8
,
9
2
9

2
1
3
,
5
0
0

1
8
8
,
3
6
2

2
2
5
,
3
6
2

1
6
5
,
9
7
7

1
6
7
,
0
9
0

1
5
9
,
4
9
7

1
6
7
,
5
6
8

1
8
6
,
4
0
2

1
7
7
,
5
4
6

2
0
8
,
2
3
5

2
1
1
,
0
5
1

1
8
6
,
0
0
4

2
2
5
,
7
3
2

1
7
0
,
6
6
3

1
7
4
,
7
1
9

1
6
3
,
3
8
3

1
7
1
,
8
9
2

1
9
0
,
0
6
8

1
8
2
,
6
4
8

2
0
9
,
5
6
1

2
1
4
,
9
7
4

1
8
9
,
0
3
7

2
2
5
,
7
2
9

1
6
8
,
6
9
6

1
7
0
,
2
9
8

1
6
1
,
0
5
8

1
7
0
,
0
6
6

1
8
7
,
9
4
1

1
8
0
,
4
3
1

2
0
9
,
1
7
3

2
1
4
,
3
7
8

1
8
8
,
1
1
1

2
2
6
,
2
6
2

1
7
4
,
2
1
4

1
7
7
,
9
2
2

1
6
7
,
0
1
6

1
7
2
,
8
0
3

1
9
2
,
5
4
7

1
8
5
,
1
5
8

2
1
2
,
1
2
9

2
1
6
,
3
9
7

1
9
0
,
8
0
8

2
2
8
,
2
6
6

1
7
1
,
5
5
0

1
7
3
,
5
2
7

1
6
2
,
7
3
1

1
7
1
,
8
9
4

1
9
0
,
2
6
2

1
8
3
,
0
6
8

2
1
0
,
0
9
2

2
1
5
,
6
6
5

1
8
9
,
1
1
3

27
3,
32
7

2
1
9
,
9
4
6

2
2
5
,
9
7
1

1
9
8
,
1
2
4

2
3
7
,
3
0
0

20
6,
52
3

22
0,
19
2

20
0,
73
3

20
5,
27
2

23
1,
63
8

22
1,
64
0

1
8
0
,
4
9
4

1
8
5
,
3
2
0

1
7
4
,
1
0
4

1
7
8
,
9
2
0

2
0
0
,
7
9
1

1
9
3
,
2
4
0

25
5,
11
5

26
0,
43
8

22
6,
04
3

1
9
1
,
4
5
5

1
9
7
,
3
4
5

1
8
4
,
3
3
7

1
9
0
,
6
2
5

-
7
-
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1
1
　

企
業

の
業

況
判

断
及

び
収

益
　

(
1
)
　

日
銀

短
観

に
よ

る
企

業
の

業
況

判
断

及
び

収
益

　
イ

　
業

況
判

断
（

Ｄ
Ｉ

）

（
「

良
い

」
－

「
悪

い
」

・
％

ポ
イ

ン
ト

）

３
月

６
月

９
月

1
2
月

３
月

６
月

９
月

1
2
月

３
月

６
月

９
月

1
2
月

３
月

6
月

最
近

6
月

先
行

き

製
造

業
2

1
0

2
-
4

-
1

0
5

4
5

5
8

7
7

4

非
製

造
業

-
2

4
5

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

1
8

1
9

2
0

2
0

2
1

2
1

1
5

製
造

業
1
4

9
8

7
1

5
9

1
2

1
1

1
3

1
3

1
4

1
2

1
3

1
2

非
製

造
業

9
1
3

1
4

1
9

2
0

2
3

2
7

3
0

3
4

3
3

3
4

3
3

3
5

3
4

2
7

製
造

業
3

0
0

1
-
5

0
0

5
6

8
8

1
1

1
1

1
0

6

非
製

造
業

0
6

7
1
1

1
4

1
7

1
9

2
0

2
0

2
2

2
3

2
2

2
5

2
5

1
7

製
造

業
-
4

-
4

-
4

-
2

-
6

-
5

-
5

1
-
1

-
1

0
1

2
1

-
2

非
製

造
業

-
6

-
1

2
6

8
1
1

1
2

1
4

1
3

1
2

1
4

1
6

1
6

1
5

9

資
料

出
所

　
日

本
銀

行
「

全
国

企
業

短
期

経
済

観
測

調
査

」
（

日
銀

短
観

）

（
注

）
１

 
調

査
対

象
調

査
対

象
企

業
は

下
表

の
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

、
総

務
省

「
事

業
所

母
集

団
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

に
基

づ
き

調
査

対
象

企
業

の
選

定
を

行
っ

て
い

る
。

調
査

対
象

企
業

数
は

、
2
0
2
5
年

６
月

調
査

の
時

点
で

、
8
,
9
1
1
社

で
あ

る
。

大
企

業

中
堅

企
業

中
小

企
業

　
　

　
２

　
業

況
判

断
（

Ｄ
Ｉ

）

(
1
)
　

回
答

企
業

の
収

益
を

中
心

と
し

た
、

業
況

に
つ

い
て

の
全

般
的

な
判

断
を

、
「

最
近

（
回

答
時

点
）

の
状

況
」

お
よ

び
「

先
行

き
（

３
か

月
後

）
の

状
況

」
に

つ
い

て
、

　
 
季

節
変

動
要

因
を

除
い

た
実

勢
ベ

ー
ス

で
、

３
つ

の
選

択
肢

（
「

１
．

良
い

」
、

「
２

．
さ

ほ
ど

良
く

な
い

」
、

「
３

．
悪

い
」

）
の

中
か

ら
１

つ
を

選
び

回
答

し
て

も
ら

う
。

(
2
)
　

３
つ

の
選

択
肢

毎
の

回
答

社
数

を
単

純
集

計
し

、
全

回
答

社
数

に
対

す
る

「
回

答
社

数
構

成
百

分
比

」
を

算
出

す
る

。

　
　

 
そ

し
て

、
次

式
に

よ
り

デ
ィ

フ
ュ

ー
ジ

ョ
ン

・
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
（

D
i
f
f
u
s
i
o
n
 
I
n
d
e
x
）

を
算

出
す

る
。

2
千

万
円

以
上

1
億

円
未

満

Ｄ
Ｉ＝

（
第

１
選

択
肢

の
回

答
者

数
構

成
百

分
比

）
－

（
第

３
選

択
肢

の
回

答
者

数
構

成
百

分
比

）

大
企

業

中
堅

企
業

中
小

企
業

資
本

金

1
0

億
円

以
上

1
億

円
以

上
1
0
億

円
未

満

2
0
2
5
年

規
模

計

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

2
0
2
2
年

-
2
2
-
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ロ
　
経
常
利
益
増
減

　
　
ハ
　
売
上
高
経
常
利
益
率

（
前

年
度

比
・

％
）

（
％

）

2
0
2
2
年

度
2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度
2
0
2
5
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度
2
0
2
5
年

度

　
　

（
計

画
）

　
 

（
計

画
）

製
造

業
8
.
0

9
.
6

5
.
8

-
8
.
4

製
造

業
8
.
6
4

9
.
1
0

9
.
3
2

8
.
4
2

非
製

造
業

2
4
.
0

1
4
.
6

5
.
5

-
3
.
7

非
製

造
業

5
.
5
7

6
.
1
4

6
.
2
3

5
.
9
1

製
造

業
1
1
.
7

9
.
1

6
.
0

-
8
.
4

製
造

業
1
0
.
5
2

1
1
.
5
0

1
1
.
8
2

1
0
.
6
6

非
製

造
業

3
2
.
7

1
5
.
5

2
.
4

-
1
.
3

非
製

造
業

7
.
6
1

8
.
7
1

8
.
5
9

8
.
3
1

製
造

業
-
3
.
4

1
0
.
5

4
.
2

-
8
.
7

製
造

業
5
.
5
5

5
.
4
5

5
.
4
8

4
.
9
4

非
製

造
業

1
8
.
0

1
3
.
3

9
.
0

-
2
.
8

非
製

造
業

4
.
1
1

4
.
4
6

4
.
6
6

4
.
4
2

製
造

業
-
7
.
8

1
2
.
7

6
.
3

-
8
.
0

製
造

業
4
.
2
4

4
.
7
1

4
.
8
2

4
.
4
2

非
製

造
業

8
.
4

1
3
.
2

1
1
.
1

-
1
0
.
7

非
製

造
業

3
.
7
9

4
.
1
0

4
.
3
8

3
.
9
2

資
料

出
所

　
日

本
銀

行
「

全
国

企
業

短
期

経
済

観
測

調
査

」
（

日
銀

短
観

）
資

料
出

所
　

日
本

銀
行

「
全

国
企

業
短

期
経

済
観

測
調

査
」

（
日

銀
短

観
）

（
注

）
経

常
利

益
増

減
（

注
）

売
上

高
経

常
利

益
率

　
　

回
答

企
業

の
経

常
損

益
（

損
益

計
算

書
を

作
成

す
る

場
合

の
経

常
損

益
。

財
務

　
　

回
答

企
業

の
総

売
上

高
（

財
務

諸
表

等
規

則
に

準
拠

し
、

回
答

企
業

の

　
諸

表
等

規
則

に
準

拠
し

、
回

答
企

業
の

個
別

決
算

ベ
ー

ス
。

）
に

つ
い

て
、

年
度

　
個

別
決

算
ベ

ー
ス

。
）

に
つ

い
て

、
経

常
利

益
増

減
と

同
様

に
母

集
団

推

　
の

実
績

計
数

、
お

よ
び

計
画

（
予

測
）

計
数

を
回

答
し

て
も

ら
い

、
層

別
に

１
社

　
計

値
を

算
出

し
、

こ
れ

で
経

常
損

益
の

母
集

団
推

計
値

を
除

し
て

、
売

上

　
当

た
り

の
平

均
値

を
出

し
た

上
で

、
層

別
の

母
集

団
数

を
乗

じ
、

こ
れ

を
合

計
し

　
高

経
常

利
益

率
を

算
出

す
る

。

　
た

推
計

値
を

前
期

値
と

比
較

し
て

率
を

算
出

す
る

。

　

中
堅

企
業

中
堅

企
業

中
小

企
業

中
小

企
業

規
模

計
規

模
計

大
企

業
大

企
業

-
2
3
-

kuribayashit
フリーテキスト


kuribayashit
フリーテキスト
26



最
低
賃
金
に
関
す
る
調
査
研
究

参
考
資
料

N
o
.1

kuribayashit
フリーテキスト


kuribayashit
フリーテキスト
資料№８

kuribayashit
フリーテキスト
27





J
IL
P
T
「
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と
企
業
行
動
に
関
す

る
調
査
」
(
2
0
2
4
年
）
の
概
要
（
速
報
）
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J
I
L
P
T
「
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と
企
業
行
動
に
関
す
る
調
査
」
(
2
0
2
4
）
の
概
要
（
速
報
）

調
査
の
概
要

実
施
機
関

労
働
政
策
研
究
・研

修
機
構
（

JI
L
P
T
）

調
査
の
目
的

今
後
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
検
討
に
資
す
る
た
め
、
2
0
2
4
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
中
小
企
業
の
対
応
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
。

調
査
の
対
象

従
業
員
規
模
１
人
以
上

3
0
0
人
未
満
の
全
国
の
企
業

1
9
,9

2
2
社
（
官
公
営
、
非
営
利
法
人
除
く）

。
 ※
2
0
2
3
年
調
査
に
回
答
が
あ
っ
た
企
業

(8
,1

1
7
社

)を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
民
間
調
査
会
社
が
保
有
す
る
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
新
規
調
査
企
業
と
し
て
、

1
1
,8

0
5
社
を
抽
出
。
8
,1

1
7
社
に
は
、
2
0
2
1
～

2
0
2
3
年
調
査
と
も
回
答
が
あ
っ
た
パ
ネ
ル
接
続
可
能
企
業
（

2
,5

1
3
社
）
を
含
む
。

※
抽
出
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
の
グ
ル
ー
プ
（
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
最
低
賃
金
の
目
安
を
示
す
際
に
用
い
る
Ａ
～
Ｃ
の
３
ラ
ン
ク
区
分
）
ご
と
に
、
産
業

（
1
5
区
分
）
×
従
業
員
規
模
（

7
区
分
）
別
に
層
化
無
作
為
抽
出
。

調
査
方
法

郵
送
に
よ
る
配
布
・回

収

調
査
期
間

2
0
2
5
年

1
月

2
4
日
～

2
月

1
2
日
（

3
月
上
旬
ま
で
に
到
着
し
た
調
査
票
を
集
計
）

集
計
対
象

企
業
数
等

集
計
対
象
企

業
数
・
割
合

集
計
対
象
企
業
数
：

8
,6

6
6
社

（
4
3
.5
％

/1
9
,9

2
2
社
）

（
う
ち
、
2
0
2
1
年
～

2
0
2
3
年
調
査
も
回
答
し
た
企
業
（
パ
ネ
ル
接
続
可
能
）
の
集
計
対
象
企
業
数
：

1
,8

4
3
社
（

7
3
.3
％

/2
,5

1
3
社
）

集
計
対
象
企

業
の
主
な
属

性 備
考

・本
資
料
は
、
労
働
政
策
研
究
・研

修
機
構
「最

低
賃
金
の
引
上
げ
と
企
業
行
動
に
関
す
る
調
査
」
（

2
0
2
4
年
）
の
速
報
値
を
も
と
に
厚
生

労
働
省
労
働
基
準
局
に
て
作
成
。
速
報
値
で
あ
る
た
め
、
数
値
が
改
訂
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

・産
業
、
従
業
員
規
模
、
ラ
ン
ク
ご
と
の
回
収
数
を
も
と
に
、
集
計
結
果
が
母
集
団
の
構
成
比
と
同
様
と
な
る
よ
う
、
復
元
処
理
（
ウ
ェ
イ
ト
バ
ッ

ク
）
を
行
っ
て
い
る
。

ラ
ン
ク

集
計
対
象
企
業
数

構
成
比
(%

)
業
種

集
計
対
象
企
業
数

構
成
比
(%

)
Ａ
ラ
ン
ク

1
,8

4
3

2
1
.3

建
設
業

1
,8

1
7

2
1
.0

Ｂ
ラ
ン
ク

4
,4

9
6

5
1
.9

製
造
業

1
,5

0
3

1
7
.3

Ｃ
ラ
ン
ク

2
,3

2
7

2
6
.9

情
報
通
信
業

1
5
8

1
.8

 
運
輸
業

3
3
7

3
.9

従
業
員
数

集
計
対
象
企
業
数

構
成
比
(%

)
卸
売
業

8
7
6

1
0
.1

１
～
４
人

2
,9

2
9

3
3
.8

小
売
業

1
,2

2
2

1
4
.1

５
～
９
人

2
,1

2
7

2
4
.5

金
融
業
，
保
険
業

1
0
8

1
.2

1
0
～
1
9
人

1
,5

9
3

1
8
.4

不
動
産
業
，
物
品
賃
貸
業

3
5
9

4
.1

2
0
～
2
9
人

6
8
4

7
.9

宿
泊
業

1
0
1

1
.2

3
0
～
4
9
人

6
3
5

7
.3

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

3
5
6

4
.1

5
0
～
9
9
人

4
2
4

4
.9

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

2
2
7

2
.6

1
0
0
～
2
9
9
人

2
7
4

3
.2

娯
楽
業

6
1

0
.7

教
育
，
学
習
支
援
業

8
9

1
.0

医
療
，
福
祉

4
2
0

4
.8

上
記
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
業

1
,0

3
2

1
1
.9

3
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4
.1

 
4
.9

 
1
1
.9

 
7
.2

 

5
7
.9

 

1
4
.0

 

4
.0

 
4
.8

 
1
1
.6

 
7
.1

 

5
8
.5

 

1
4
.0

 
5
.5

 
6
.0

 
1
5
.3

 
8
.1

 

5
0
.4

 

1
4
.8

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

最 賃 を 下 回 る

最 賃 と 同 額

最 賃 を ５ ％ 未 満

上 回 る

最 賃 を ５ ％ ～ １

０ ％ 未 満 上 回 る

最 賃 を １ ０ ％ 以

上 上 回 る

無 回 答

事
業
所
の
正
社
員
の
最
も
低
い
賃
金

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)

正
社
員
及
び
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
事
業
所
内
で
最
も
低
い
賃
金
に
つ
い
て

事
業
所
内
（
※
）
で
最
も
低
い
賃
金
に
つ
い
て
、
正
社
員
で
は
、
最
低
賃
金
を
1
0
％
以
上
上
回
る
企
業
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
市
・
特

別
区
の
方
が
、
郡
（
町
、
村
）
よ
り
も
割
合
が
高
い
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
最
低
賃
金
を
５
％
未
満
上
回
る
企
業
が
最
も
多
く
、

郡
（
町
、
村
）
で
は
、
市
・
特
別
区
よ
り
も
「
最
賃
と
同
額
」
等
の
割
合
が
高
く
、
「
最
賃
を
1
0
％
以
上
上
回
る
」
等
の
割
合
が
低
い
。

4

（
※
）
本
社
が
立
地
す
る
都
道
府
県
に
あ
る
す
べ
て
の
事
業
所
内
を
指
す
。

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
の
う
ち
、
上
図
は
正
社
員
が
い
る
企
業
（

8
,1

8
5
社
）
、
下
図
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
い
る
企
業
（

4
,4

1
1
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

（
注
）
回
答
者
は
事
業
所
内
で
最
も
低
い
賃
金
を
時
給
換
算
し
て
回
答
し
、
そ
れ
を
回
答
者
が
所
在
す
る
都
道
府
県
の
最
低
賃
金
額
と
比
較
し
た
も
の
。
時
給
に
換
算
す
る
際
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

臨
時
に
支
給
さ
れ
る
結
婚
祝
い
金
、
賞
与
、
時
間
外
割
増
賃
金
、
休
日
出
勤
手
当
な
ど
を
除
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

6
.4

 
1
5
.9

 

3
7
.4

 

9
.7

 

2
6
.7

 

3
.9

 
6
.6

 
1
5
.4

 

3
7
.2

 

9
.9

 

2
7
.1

 

3
.9

 
4
.3

 

2
2
.1

 

3
9
.2

 

7
.3

 

2
2
.9

 

4
.3

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

最 賃 を 下 回 る

最 賃 と 同 額

最 賃 を ５ ％ 未 満

上 回 る

最 賃 を ５ ％ ～ １

０ ％ 未 満 上 回 る

最 賃 を １ ０ ％ 以

上 上 回 る

無 回 答

事
業
所
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
最
も
低
い
賃
金

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)
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正
社
員
及
び
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
賃
金
決
定
の
考
慮
要
素

正
社
員
の
賃
金
決
定
の
考
慮
要
素
と
し
て
、
「
自
社
の
業
績
」
を
挙
げ
る
中
小
企
業
が
最
も
多
い
が
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
賃
金
決

定
の
考
慮
要
素
と
し
て
は
、
「
地
域
別
最
低
賃
金
」
を
挙
げ
る
中
小
企
業
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

5
（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
の
う
ち
、
上
図
は
正
社
員
が
い
る
企
業
（

8
,1

8
5
社
）
、
下
図
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
い
る
企
業
（

4
,4

1
1
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

2
4
.7

3
.0

1
0
.6

2
0
.2

4
5
.8

3
7
.0

4
5
.3

2
6
.2

4
9
.5

2
.7

5
.5

2
4
.5

2
.9

1
0
.4

2
0
.3

4
6
.5

3
7
.5

4
5
.6

2
6
.4

4
9
.9

2
.8

5
.4

2
7
.6

4
.1

1
2
.9

1
9
.4

3
7
.9

3
1
.4

4
1
.8

2
4
.1

4
5
.3

1
.8

7
.1

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

地 域 別 最 低 賃 金

産 業 別 最 低 賃 金

同 じ 地 域 の 賃 金

相 場

同 じ 職 種 の 賃 金

相 場

職 務 （ 役 割 ）

成 果
経 験 年 数

年 齢
自 社 の 業 績

そ の 他

無 回 答

正
社
員
の
賃
金
決
定
の
考
慮
要
素
（
複
数
回
答
）

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)

6
0
.9

4
.0

2
1
.1

6
.4

2
9
.9

2
3
.1

3
2
.2

1
0
.5

2
3
.9

2
.8

0
.5

6
0
.6

3
.8

2
1
.2

6
.4

3
0
.2

2
3
.3

3
2
.5

1
0
.4

2
4
.2

2
.8

0
.5

6
5
.2

6
.2

2
0
.5

6
.7

2
5
.9

2
0
.4

2
8
.5

1
1
.4

2
0
.8

2
.5

0
.3

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

地 域 別 最 低 賃 金

産 業 別 最 低 賃 金

同 じ 地 域 の パ ー

ト ・ ア ル バ イ ト の

賃 金 相 場

同 じ 職 種 の 正 社 員

の 賃 金

職 務 （ 役 割 ）

成 果
経 験 年 数

年 齢
自 社 の 業 績

そ の 他

無 回 答

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
賃
金
決
定
の
考
慮
要
素
（
複
数
回
答
）

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)
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賃
金
の
引
上
げ
に
際
す
る
物
価
上
昇
の
考
慮
状
況
に
つ
い
て

賃
金
の
引
上
げ
に
際
し
て
、
物
価
の
状
況
を
考
慮
し
た
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
６
割
程
度
で
あ
る
。

6
（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
の
う
ち
、
直
近
１
年
間
に
従
業
員
（
正
社
員
あ
る
い
は
非
正
社
員
の
い
ず
れ
か
）
の
賃
金
を
「
引
き
上
げ
た
」
企
業
（

6
,3

2
8
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

考
慮
し
た

, 
6

2
.9

 

6
3

.2
 

5
9

.4
 

考
慮
し
て
い
な
い

, 
3

4
.1

 

3
3

.9
 

3
7

.0
 

無
回
答

, 
3

.0
 

3
.0

 

3
.6

 

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

全
国
計

市
・特

別
区

郡
（
町
、
村
）

kuribayashit
フリーテキスト
32





5
5
.2

1
4
.8

3
4
.0

8
.2

0
.3

1
4
.5

1
2
.2

4
3
.9

1
.3

5
7
.7

3
9
.5

2
0
.7

1
0
.1

3
.0

2
.4

5
.9

2
5
.6

3
.5

5
.1

2
.8

1
.1

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

製 品 ・ サ ー ビ ス の 価 格 ・ 料 金 の 引 上

げ

製 品 ・ サ ー ビ ス の 機 能 ・ 質 の 向 上 や

新 製 品 ・ 新 サ ー ビ ス の 開 発

人 員 配 置 や 作 業 方 法 の 改 善 に よ る 業

務 効 率 化

教 育 訓 練 の 充 実

教 育 訓 練 の 抑 制

労 働 力 節 約 の た め の 設 備 の 導 入 ・ 拡

大

設 備 投 資 の 抑 制

人 件 費 以 外 の 諸 経 費 等 コ ス ト の 削 減

都 道 府 県 の 最 低 賃 金 の 格 差 を 考 慮 し

た 事 業 所 の 移 転 ・ 廃 止 や 展 開

賃 金 の 引 上 げ （ 正 社 員 ）

賃 金 の 引 上 げ （ 非 正 社 員 ）

給 与 体 系 の 見 直 し

従 業 員 の 新 規 採 用 の 抑 制

従 業 員 の 採 用 の 重 点 を 非 正 社 員 か ら

正 社 員 に 切 り 替 え

パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 等 非 正 社 員 へ の

切 り 替 え

請 負 ・ 派 遣 労 働 者 等 外 部 人 材 の 活 用

労 働 時 間 の 短 縮

年 収 を 抑 え る た め に 労 働 時 間 を 減 ら

す 従 業 員 に 対 応 し た 採 用 の 増 加

福 利 厚 生 費 用 の 削 減

そ の 他

無 回 答

2
0

2
4
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
処
す
る
た
め
の
取
組
の
内
訳
（
複
数
回
答
）

(％
)

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た

, 
4

1
.7

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た

, 
5

6
.2

無
回
答

, 
2

.1

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

2
0

2
4
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
の
有
無

最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
の
有
無
及
び
内
容

2
0
2
4
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
中
小
企
業
の
割
合
は
4
1
.7
％
と
な
っ
て
お
り
、
取
組
の
内
容
で
は
、

「
賃
金
の
引
上
げ
」
を
除
け
ば
、
「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
・
料
金
の
引
上
げ
」
、
「
人
件
費
以
外
の
諸
経
費
等
コ
ス
ト
の
削
減
」
、

「
人
員
配
置
や
作
業
方
法
の
改
善
に
よ
る
業
務
効
率
化
」
の
順
に
取
り
組
ん
だ
企
業
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

7
（
注
）
上
図
は
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
、
下
図
は
集
計
対
象
企
業
の
う
ち
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
処
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
「
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
」
を
回
答
し
た
企
業
（

3
,9

9
0
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

(％
)
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6
.2

3
1
.5

4
5
.2

4
.6

3
.1

8
.5

1
.0

6
.4

3
1
.4

4
5
.3

4
.6

3
.0

8
.4

1
.0

3
.8

3
3
.0

4
4
.3

5
.1

3
.7

9
.7

0
.5

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

は っ き り と 伸 び た

は っ き り し な い が

伸 び た と 思 う

変 わ ら な い

は っ き り し な い が 、

低 下 し た と 思 う

低 下 し た

分 か ら な い

無 回 答

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
の
結
果
、
労
働
者
の
１
時
間
当
た
り
の
生
産
や
売
上
が
伸
び
た
か

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)

2
0
2
4
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、
取
組
の
結
果
、
労
働
者
の
１
時
間
当
た
り
の
生

産
や
売
上
が
伸
び
た
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
変
わ
ら
な
い
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
は
っ
き
り
し
な
い
が
伸
び
た
と
思
う
」
が
多
か
っ

た
。

8
（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
の
う
ち
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
処
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
「
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
」
を
回
答
し
た
企
業
（

2
0
2
4
年
調
査
：

3
,9

9
0
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
に
よ
る
生
産
や
売
上
の
変
化
に
関
す
る
企
業
の
認
識

（
2
0
2
4
年
）
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6
.8

1
7
.8

5
4
.0

4
.6

3
.9

1
2
.9

5
.2

1
9
.8

4
8
.3

1
5
.1

2
.1

9
.5

5
.6

3
5
.4

4
9
.0

5
.1

4
.0

1
.0

5
.4

3
9
.3

4
1
.3

6
.6

5
.8

1
.5

3
.9

3
5
.3

4
4
.1

7
.4

8
.6

0
.7

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

は っ き り と 伸 び た

は っ き り し な い が

伸 び た と 思 う

変 わ ら な い

低 下 し た※ １

分 か ら な い 、 何 も し て い な い 、

そ の 時 期 は 事 業 を 行 っ て い な か っ た※ ２

無 回 答

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
の
結
果
、
労
働
者
の
１
時
間
当
た
り
の
生
産
や
売
上
が
伸
び
た
か

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

2
0
2
0
～

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

(％
)

2
0
1
6
年
以
降
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、
取
組
の
結
果
、
労
働
者
の
１
時
間
当
た
り

の
生
産
や
売
上
が
伸
び
た
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
年
も
「
変
わ
ら
な
い
」
が
最
も
多
い
。
一
方
、
2
0
2
2
年
、
2
0
2
3
年
は
「
は
っ
き

り
と
し
な
い
が
、
伸
び
た
と
思
う
」
が
、

2
0
1
6
～
2
0
1
9
年
、
2
0
2
0
～
2
0
2
1
年
と
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
。

9

※
１

2
0
2
2
年
～

2
0
2
4
年
調
査
に
つ
い
て
は
、
「
低
下
し
た
」
、
「
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
低
下
し
た
と
思
う
」
の
選
択
肢
の
合
算
。

※
２

2
0
2
2
年
～

2
0
2
4
年
調
査
に
お
け
る
選
択
肢
は
、
「
分
か
ら
な
い
」

（
注
）
「
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年
」
と
「
2
0
2
0
～

2
0
2
1
年
」
は
、
2
0
2
1
年
調
査
に
よ
る
も
の
。

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

1
,8

4
3
社
）
の
う
ち
、
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
「
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
」
を
回
答
し
た
企
業

（
2
0
2
4
年
調
査
：

8
8
2
社
、
2
0
2
3
年
調
査
：

9
1
0
社
、
2
0
2
2
年
調
査
：

6
4
9
社
、

2
0
2
1
年
調
査
：

1
,0

2
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
取
組
に
よ
る
生
産
や
売
上
の
変
化
に
関
す
る
企
業
の
認
識

（
パ
ネ
ル
集
計
）
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2
5
.7

1
8
.2

2
2
.3

3
0
.2

3
.6

2
5
.9

1
8
.3

2
2
.1

3
0
.2

3
.5

2
3
.3

1
6
.5

2
5
.5

3
0
.5

4
.2

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

黒 字 （ 経 常 利 益 は 増 え た ）

黒 字 （ 経 常 利 益 は 変 わ ら な い ）

黒 字 （ 経 常 利 益 は 減 っ た ）

赤 字
無 回 答

前
事
業
年
度
か
ら
の
経
営
状
況
の
変
化
（
経
常
利
益
）

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)

前
事
業
年
度
か
ら
の
経
常
利
益
の
変
化
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
黒
字
の
中
で
も
全
国
計
、
市
・
特
別
区
で
は
「
黒
字
（
経
常
利
益
は
増
え

た
）
」
が
最
も
多
く
、
郡
（
町
、
村
）
で
は
「
黒
字
（
経
常
利
益
は
減
っ
た
）
」
が
最
も
多
か
っ
た
。

1
0

前
事
業
年
度
か
ら
の
経
営
状
況
の
変
化
（
経
常
利
益
）

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。
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前
事
業
年
度
か
ら
の
生
産
・
売
上
額
の
変
化
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
国
計
及
び
市
・
特
別
区
で
は
「
増
え
た
」
「
変
わ
ら
な
い
」
は
そ
れ

ぞ
れ
3
0
％
程
度
、
「
減
っ
た
」
は
3
4
％
程
度
。
郡
（
町
、
村
）
は
、
「
増
え
た
」
が
2
6
.5
％
で
、
「
変
わ
ら
な
い
」
「
減
っ
た
」
は
そ
れ

ぞ
3
5
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

1
1

前
事
業
年
度
か
ら
の
経
営
状
況
の
変
化
（
生
産
・
売
上
額
）

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

2
9
.9

3
2
.1

3
4
.1

3
.9

3
0
.2

3
1
.9

3
4
.0

3
.9

2
6
.5

3
4
.2

3
4
.7

4
.6

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

増 え た

変 わ ら な い

減 っ た

無 回 答

前
事
業
年
度
か
ら
の
経
営
状
況
の
変
化
（
生
産
・
売
上
高
）

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

(％
)
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7
.8

 
1
1
.1

 

5
.0

 
2
.6

 
5
.0

 
6
.7

 

1
.6

 

6
.7

 

2
2
.8

 

1
.6

 
2
.3

 

4
8
.1

 

4
.3

 
7
.8

 
1
1
.0

 

4
.9

 
2
.6

 
5
.0

 
6
.7

 

1
.6

 

6
.7

 

2
2
.8

 

1
.6

 
2
.3

 

4
8
.2

 

4
.3

 

8
.3

 

1
2
.3

 

5
.9

 
3
.6

 
4
.8

 
6
.9

 

1
.5

 

7
.4

 

2
2
.0

 

1
.3

 
1
.5

 

4
7
.1

 

4
.5

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

政 府 の 労 務 費 の 価 格 転 嫁 指 針 に お い て 、

最 低 賃 金 の 引 上 げ 率 等 の 例 示 が さ れ た こ

と で 、 価 格 転 嫁 が や り や す く な っ た

最 低 賃 金 の 大 幅 引 上 げ が 社 会 的 に 注 目 さ

れ て 、 価 格 転 嫁 が や り や す く な っ た

求 人 ・ 採 用 を 手 控 え た （ 最 低 賃 金 改 定 前

に 予 定 し て い た 数 よ り 減 ら し た ）

解 雇 ・ 雇 い 止 め や 退 職 者 不 補 充 に よ り 従

業 員 を 減 少 さ せ た

新 た に 社 会 保 険 の 対 象 と な っ た 労 働 者 が

生 じ た

就 業 調 整 を す る 短 時 間 労 働 者 が 増 え 人 手

不 足 が 強 ま っ た

採 用 に よ る 人 手 確 保 や 社 員 の 定 着 に つ な

が っ た

社 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン が 上 が っ た

事 業 所 の 経 営 が 苦 し く な っ た

事 業 所 の 閉 鎖 を 行 っ た ・ 行 う こ と を 予 定

し た

そ の 他

左 記 の よ う な 影 響 は 受 け て い な い

無 回 答

2
0

2
4
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の
改
定
に
よ
る
、
2

0
2

4
年

1
0
月
か
ら
現
在
（

2
0

2
5
年

1
～
２
月
）
ま
で
の
間
で
の
影
響

全
国
計

市
・
特
別
区

郡
（
町
、
村
）

（
％
）

2
0
2
4
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の
改
定
に
よ
る
、
2
0
2
4
年
1
0
月
か
ら
現
在
ま
で
の
影
響

2
0
2
4
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て
、
2
0
2
4
年
1
0
月
か
ら
現
在
（
2
0
2
5
年
１
～
２
月
）
ま
で
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ
う

な
影
響
は
受
け
て
い
な
い
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
「
事
業
所
の
経
営
が
苦
し
く
な
っ
た
」
、
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
上
げ
が

社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
、
価
格
転
嫁
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
」
が
多
か
っ
た
。

1
2

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。
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1
0
.3

 

8
.4

 

7
.2

 

7
.7

 

4
.6

 

4
.3

 

6
.1

 

3
5
.4

 

4
1
.4

 

4
3
.8

 4
9
.2

 

4
8
.5

 

4
6
.7

 4
8
.5

 

1
8
.7

 

2
1
.5

 

2
0
.9

 

1
9
.3

 

2
2
.0

 

2
1
.8

 2
1
.1

 

7
.8

 

7
.9

 

6
.5

 

6
.9

 

6
.5

 

5
.5

 5
.0

 

5
.0

 

3
.4

 

2
.5

 

3
.1

 

2
.1

 

2
.3

 

3
.3

 

1
7
.3

 1
2
.9

 

1
5
.2

 1
1
.5

 

1
4
.5

 

1
6
.1

 1
4
.0

 

5
.4

 

4
.4

 

3
.9

 

2
.3

 

1
.8

 

3
.2

 

2
.0

 

1
～

4
人

5
～

9
人

1
0
～

1
9
人

2
0
～

2
9
人

3
0
～

4
9
人

5
0
～

9
9
人

1
0
0
～

2
9
9
人

（
参
考
）
従
業
員
規
模
別

7
.9

 

8
.7

 

8
.7

 

4
2
.9

 

4
0
.0

 

4
0
.2

 

1
9
.3

 

2
0
.1

 

2
0
.0

 

6
.5

 

7
.4

 

7
.3

 

3
.5

 

3
.9

 

3
.9

 

1
5
.3

 

1
5
.5

 

1
5
.5

 

4
.7

 

4
.4

 

4
.4

 

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

郡
（
町
、
村
）

市
・
特
別
区

全
国
計

原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
に
対
し
て
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
価
格
等
に
、
上
昇
コ
ス
ト
全
額
を
価
格
転
嫁
を
で
き
て
い
る
か

全
額
、
で
き
て
い
る

あ
る
程
度
、
で
き
て
い
る

ほ
と
ん
ど
、
で
き
て
い
な
い

全
く
、
で
き
て
い
な
い

上
昇
等
に
よ
る
影
響
は
受
け
て
い
な
い

何
と
も
言
え
な
い
・
分
か
ら
な
い

無
回
答

原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
に
対
し
て
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
価
格
等
に
上
昇
コ
ス
ト
を
価
格
転
嫁
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
「
全
額
、
で
き
て
い
る
」
又
は
「
あ
る
程
度
、
で
き
て
い
る
」
中
小
企
業
が
合
計
4
8
.9
％
。
こ
の
割
合
は
、
従
業
員
規
模
に
応
じ
た

明
確
な
傾
向
は
見
て
取
れ
な
い
。

1
3

原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
に
対
す
る
価
格
転
嫁
①

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

4
8
.9
％
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9
.3

8
.7 9
.2

5
.1

1
6
.1

1
1
.0

9
.4

5
.4

9
.1

6
.0

3
.7

0
.0

7
.6

2
.3

5
.7

4
2
.4

5
1
.9

3
2
.2

3
8
.6

5
5
.1

4
7
.6

4
.8 1
4
.9

4
5
.6

4
2
.8

4
1
.2

1
7
.4

1
1
.8

8
.9

3
3
.2

1
8
.4

2
1
.6

1
4
.3

2
3
.7

1
2
.9

1
8
.2

1
0
.6

2
1
.2

2
7
.3

3
2
.2

2
7
.6

3
0
.0

3
3
.7

2
0
.5

2
0
.8

4
.4

4
.9

5
.5

8
.8

3
.2

5
.6

1
1
.4

1
3
.1

1
0
.4

7
.5

8
.4

3
2
.3

1
3
.3

3
0
.3

7
.1

1
.8

1
.0

1
1
.4

3
.4

1
.6

0
.9

1
5
.9

1
3
.6

0
.0

0
.6

1
.4 4
.7

5
.6

4
.6

9
.3

1
9
.3

8
.4

2
4
.8

1
6
.7

8
.1

1
1
.1

3
9
.6

2
3
.5

2
.0

6
.9

1
3
.0

1
5
.6

2
7
.5

2
5
.3

2
0
.6

4
.4 3
.5 2
.6

3
.7 3
.0

5
.5

8
.2

8
.3 5

.6 3
.8

4
.6

0
.0

0
.5

8
.2

3
.3

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

建
設
業

製
造
業

情
報
通
信
業

運
輸
業

卸
売
業

小
売
業

金
融
業
，
保
険
業

不
動
産
業
，
物
品
賃
貸
業

宿
泊
業

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

娯
楽
業

教
育
，
学
習
支
援
業

医
療
，
福
祉

上
記
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
業

（
参
考
）
業
種
別

全
額
、
で
き
て
い
る

あ
る
程
度
、
で
き
て
い
る

ほ
と
ん
ど
、
で
き
て
い
な
い

全
く
、
で
き
て
い
な
い

上
昇
等
に
よ
る
影
響
は
受
け
て
い
な
い

何
と
も
言
え
な
い
・
分
か
ら
な
い

無
回
答

価
格
転
嫁
に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て
、
業
種
別
に
み
る
と
、
「
全
額
、
で
き
て
い
る
」
又
は
「
あ
る
程
度
、
で
き
て
い
る
」
中
小
企

業
の
割
合
が
５
割
を
超
え
る
業
種
（
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
宿
泊
業
）
も
あ
れ
ば
、
「
ほ
と
ん
ど
、
で
き
て
い
な
い
」
又
は

「
全
く
、
で
き
て
い
な
い
」
中
小
企
業
の
割
合
が
３
割
を
超
え
る
業
種
（
運
輸
業
、
不
動
産
業
，
物
品
賃
貸
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
、
教
育
，
学
習
支
援
業
、
医
療
，
福
祉
）
も
あ
る
。

1
4

原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
等
に
対
す
る
価
格
転
嫁
②

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。
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最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
に
期
待
す
る
政
策
的
支
援

中
小
企
業
が
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
期
待
す
る
政
策
的
支
援
と
し
て
、
「
賃
金
を
引
上
げ
た
場
合
の
税
制
優
遇

（
所
得
拡
大
税
制
等
）
の
拡
大
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
企
業
の
生
産
性
を
向
上
す
る
た
め
の
設
備
投
資
そ
の
他
の
取
組
に
対
す
る
助

成
金
の
拡
充
」
が
多
い
。

1
5

（
注
）
集
計
対
象
企
業
（

8
,6

6
6
社
）
に
つ
い
て
集
計
。

3
2
.4

 

4
.9

 

1
2
.1

 

2
3
.2

 

1
6
.7

 

5
.1

 

1
4
.8

 

4
3
.1

 

4
.3

 
4
.8

 

2
0
.6

 

5
.2

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

企 業 の 生 産 性 （ 収 益 力 ） を 向 上 す る た め の 設

備 投 資 そ の 他 の 取 組 に 対 す る 助 成 金 の 拡 充

企 業 の 生 産 性 （ 収 益 力 ） を 向 上 さ せ た 事 例 の

紹 介

労 働 者 の 人 材 開 発 に 対 す る 支 援 の 拡 充

製 品 価 格 、 サ ー ビ ス 料 金 の 引 上 げ （ 価 格 転

嫁 ） に 対 す る 支 援 （ 取 引 適 正 化 ）

価 格 転 嫁 に つ い て 消 費 者 の 理 解 を 得 る た め の

環 境 整 備

Ｉ Ｔ 技 術 の 導 入 や 活 用 法 な ど に 詳 し い 専 門 家

の 派 遣 や 相 談 サ ー ビ ス

賃 金 を 引 き 上 げ た 場 合 の 融 資 の 拡 充

賃 金 を 引 き 上 げ た 場 合 の 税 制 優 遇 （ 所 得 拡 大

税 制 等 ） の 拡 大

賃 金 の 引 上 げ に 関 す る 相 談 窓 口 の 設 置 、 支 援

情 報 の 提 供

そ の 他

期 待 す る 政 策 的 支 援 は な い

無 回 答

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
期
待
す
る
政
策
的
支
援
（
複
数
回
答
）

(％
)

3
2
.4

 

4
.9

 

1
2
.1

 

2
3
.2

 

1
6
.7

 

5
.1

 

1
4
.8

 

4
3
.1

 

4
.3

 
4
.8

 

2
0
.6

 

5
.2

 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

企 業 の 生 産 性 （ 収 益 力 ） を 向 上 す る た め の 設 備

投 資 そ の 他 の 取 組 に 対 す る 助 成 金 の 拡 充

企 業 の 生 産 性 （ 収 益 力 ） を 向 上 さ せ た 事 例 の 紹

介

労 働 者 の 人 材 開 発 に 対 す る 支 援 の 拡 充

製 品 価 格 、 サ ー ビ ス 料 金 の 引 上 げ （ 価 格 転 嫁 ）

に 対 す る 支 援 （ 取 引 適 正 化 ）

価 格 転 嫁 に つ い て 消 費 者 の 理 解 を 得 る た め の 環

境 整 備

Ｉ Ｔ 技 術 の 導 入 や 活 用 法 な ど に 詳 し い 専 門 家 の

派 遣 や 相 談 サ ー ビ ス

賃 金 を 引 き 上 げ た 場 合 の 融 資 の 拡 充

賃 金 を 引 き 上 げ た 場 合 の 税 制 優 遇 （ 所 得 拡 大 税

制 等 ） の 拡 大

賃 金 の 引 上 げ に 関 す る 相 談 窓 口 の 設 置 、 支 援 情

報 の 提 供

そ の 他

期 待 す る 政 策 的 支 援 は な い

無 回 答

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
期
待
す
る
政
策
的
支
援
（
複
数
回
答
）

(％
)
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株
式
会
社
ナ
ビ
ッ
ト
「最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
関
す
る
労
働
者

の
意
識
や
対
応
等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
」

(2
0

2
5
年
）
の
概
要
（
速
報
）
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調
査
の
概
要

実
施
機
関

株
式
会
社
ナ
ビ
ッ
ト
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

調
査
の
目
的

今
後
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
検
討
に
資
す
る
た
め
、
2
0
2
4
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
最
賃
近
傍
雇
用
者
の
意
識
や

対
応
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
。
（
本
資
料
中
「
2
0
2
5
年
調
査
」と
表
記
）

な
お
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）
「最

低
賃
金
の
引
上
げ
に
関
す
る
労
働
者
の
意
識
や
対
応

等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
」（

2
0
2
4
年
）
は
、
2
0
2
3
年
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
す
る
最
賃
近
傍
雇
用
者
の
意
識
や
対
応

等
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
。
（
本
資
料
中
「
2
0
2
4
年
調
査
」と
表
記
）

調
査
の
対
象

時
間
当
た
り
賃
金
が
勤
務
地
の
地
域
別
最
低
賃
金
の

1
.1
倍
未
満
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
で
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
者
（
以
下
、
本

調
査
に
お
い
て
「最

賃
近
傍
雇
用
者
」と
い
う
。
）
※
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
に
よ
り
予
め
調
査
対
象
者
を
限
定
。

調
査
方
法

W
E
B
上
で
の
モ
ニ
タ
ー
調
査

調
査
期
間

2
0
2
5
年
５
月
２
日
～

1
2
日

集
計
対
象

者
数
等

集
計
対
象
者

数
集
計
対
象
者
数
：

3
,0

0
0
人

集
計
対
象
者

の
主
な
属
性

※
厚
生
労
働
省
「令

和
６
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」の
調
査
票
情
報
か
ら
集
計
し
た
最
賃
近
傍
雇
用
者
の
属
性
（
性
別
・年

齢
階
級
・勤

務
地
の
地
域
区
分
）
別
の
構
成
比
を
も
と
に
、
全
体
回
答
数
を

3
,0

0
0
人
と
し
た
各
属
性
毎
の
目
標
回
答
数
を
設
定
。

備
考

本
資
料
は
、
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
「最

低
賃
金
の
引
上
げ
に
関
す
る
労
働
者
の
意
識
や
対
応
等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
研

究
事
業
（
令
和
７
年
度
）
」の
中
間
報
告
を
も
と
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
に
て
作
成
。
速
報
値
で
あ
る
た
め
、
数
値
が
改
訂
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。

株
式
会
社
ナ
ビ
ッ
ト
「
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
関
す
る
労
働
者
の
意
識
や
対
応
等
に
関
す

る
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査
」
(
2
0
2
5
年
）
の
概
要
（
速
報
）

【性
別
】

【年
齢
階
級
】

【勤
務
地
の
地
域
区
分
】

男
性

7
9
8
人

2
9
歳
以
下

6
7
9
人

A
ラ
ン
ク

1
,4

3
8
人

女
性

2
,2

0
2
人

3
0
～

3
9
歳

2
7
7
人

B
ラ
ン
ク

1
,3

0
2
人

合
計

3
,0

0
0
人

4
0
～

4
9
歳

4
8
2
人

C
ラ
ン
ク

2
6
0
人

5
0
～

5
9
歳

6
2
5
人

合
計

3
,0

0
0
人

6
0
歳
以
上

9
3
7
人

合
計

3
,0

0
0
人

1
7

kuribayashit
フリーテキスト
43





過
去
１
年
以
内
の
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
の
有
無
と
上
昇
額

⚫
最
賃
近
傍
雇
用
者
の
う
ち
、
過
去
１
年
以
内
に
時
間
当
た
り
賃
金
が
上
昇
し
た
の
は
5
4
.6
％
で
あ
り
、
賃
金
上
昇
額
は
「
5
0
～
5
4
円
」

（
2
6
.7
％
）
、
「
1
0
～
1
4
円
」
（
1
3
.0
％
）
、
「
2
0
～
2
4
円
」
（
9
.5
％
）
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

1
8

は
い

5
4
.6

%
い
い
え

3
6
.5

%
わ
か
ら
な
い

8
.8

%

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

過
去
１
年
以
内
の
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
の
有
無

(%
)

1
.8

4
.6

1
3
.0

3
.2

9
.5

2
.7

8
.1

2
.4

5
.3

3
.0

2
6
.7

2
.0

3
.1

0
.5

2
.1

0
.5

1
.6

0
.3

0
.9

0
.3

5
.2

0
.3

0
.3

0
.1

0
.1

0
.4

0
.3

0
.1

1
.6

0

1
0

2
0

3
0

５円未満

５円～９円

１０円～１４円

１５円～１９円

２０円～２４円

２５円～２９円

３０円～３４円

３５円～３９円

４０円～４４円

４５円～４９円

５０円～５４円

５５円～５９円

６０円～６４円

６５円～６９円

７０円～７４円

７５円～７９円

８０円～８４円

８５円～８９円

９０円～９４円

９５円～９９円

１００円～１０９円

１１０円～１１９円

１２０円～１２９円

１３０円～１３９円

１４０円～１４９円

１５０円～１９９円

２００円～２４９円

２５０円～２９９円

３００円以上

１
年
前
と
現
在
を
比
較
し
た
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
額

(%
)

（
注
）
有
効
回
答
者
（

3
,0

0
0
人
）
に
つ
い
て
集
計
。
賃
金
上
昇
額
は
、
過
去
１
年
以
内
に
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
が
あ
っ
た
者
（

1
,6

3
9
人
）
に
つ
い
て
集
計
。
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過
去
１
年
以
内
の
時
間
当
た
り
賃
金
が
上
昇
し
た
時
期
及
び
理
由

⚫
最
賃
近
傍
雇
用
者
に
つ
い
て
、
過
去
１
年
間
で
時
間
当
た
り
賃
金
が
上
昇
し
た
時
期
は
、
「
2
0
2
4
年
1
0
月
」
（
3
6
.2
％
）
が
最
も
多
く
、

「
2
0
2
5
年
４
月
」
（
1
4
.4
％
）
が
次
い
で
多
い
。
時
間
当
た
り
賃
金
が
上
昇
し
た
理
由
は
、
「
最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
か
ら
」
（
7
4
.2
％
）
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

1
9

8
.4

2
.3

2
.0

5
.9

3
6
.2

4
.9

4
.3

3
.7

1
.5

3
.9

1
4
.4

2
.9

1
5
.3

0

1
0

2
0

3
0

4
0

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

2
0
2
4
年

2
0
2
5
年

わ
か
ら
な
い

時
間
当
た
り
賃
金
が
上
昇
し
た
時
期
（
複
数
回
答
）

(%
)

7
4
.2

2
.4

1
2
.4

6
.0

4
.5

2
.2

3
.7

2
.6

1
.3

5
.7

0

2
0

4
0

6
0

8
0

最 低 賃 金 が 上 が っ

た か ら

年 齢 に 応 じ て 昇 給

さ れ た か ら

勤 続 年 数 に 応 じ て

昇 給 さ れ た か ら

昇 格 や 職 務 上 の 責

務 の 増 加 に 応 じ て

昇 給 さ れ た か ら

勤 務 先 が 賃 金 引 上

げ の 交 渉 に 応 じ て

く れ た か ら

勤 務 先 の 業 績 が よ

い か ら

勤 務 先 が 非 正 規 雇

用 労 働 者 の 待 遇 改

善 に 取 り 組 ん で い

る か ら

自 分 の 技 能 が 向 上

し た か ら （ 資 格 の

取 得 等 を 含 む ）

そ の 他

わ か ら な い

時
間
当
た
り
賃
金
が
上
昇
し
た
理
由
（
複
数
回
答
）

(%
)

（
注
）
有
効
回
答
者
（

3
,0

0
0
人
）
の
う
ち
、
過
去
１
年
以
内
に
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
が
あ
っ
た
者
（

1
,6

3
9
人
）
に
つ
い
て
集
計
。
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賃
金
上
昇
の
理
由
に
最
低
賃
金
を
挙
げ
た
労
働
者
の
暮
ら
し
向
き
、
賃
金
使
途

⚫
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
の
理
由
と
し
て
最
低
賃
金
引
上
げ
を
挙
げ
た
労
働
者
に
対
し
、
１
年
前
と
現
在
を
比
べ
た
暮
ら
し
向
き
の
変
化
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「
変
わ
っ
て
い
な
い
」
が
6
0
.0
％
、
「
や
や
苦
し
く
な
っ
た
」
「
苦
し
く
な
っ
た
」
が
計
3
2
.0
％
、
「
ゆ
と
り
が
増
し
た
」
「
や
や

ゆ
と
り
が
増
し
た
」
が
計
8
.0
％
と
な
っ
て
い
る
。

⚫
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
の
理
由
と
し
て
最
低
賃
金
引
上
げ
を
挙
げ
、
か
つ
、
１
年
前
と
現
在
を
比
べ
て
１
ヶ
月
の
賃
金
が
増
え
た
労
働
者
に
、

増
え
た
賃
金
の
使
途
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
ほ
ぼ
全
て
を
消
費
に
回
し
て
い
る
」
「
多
く
を
消
費
に
回
し
て
い
る
」
が
計
5
9
.8
％
と
な
っ
て
い
る
。

2
0

2
.1

5
.8

6
0
.0

2
1
.7

1
0
.3

0

4
0

8
0

ゆ
と
り
が
増
し
た

や
や
ゆ
と
り
が
増
し
た

変
わ
っ
て
い
な
い

や
や
苦
し
く
な
っ
た

苦
し
く
な
っ
た

１
年
前
と
現
在
を
比
べ
た
、
暮
ら
し
向
き
の
変
化

(%
)

2
6
.6

3
3
.2

2
2
.8

1
3
.3

4
.1

0

2
0

4
0

ほ ぼ 全 て を 消

費 に 回 し て い

る

多 く を 消 費 に

回 し て い る

半 分 程 度 を 消

費 、 半 分 程 度

を 貯 蓄 に し て

い る

多 く を 貯 蓄 に

回 し て い る

ほ ぼ 全 て を 貯

蓄 に 回 し て い

る

増
え
た
賃
金
の
使
途

(%
)

（
注
）
過
去
１
年
以
内
に
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
が
あ
っ
た
者
の
う
ち
賃
金
上
昇
の
理
由
が
「
最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
か
ら
」
と
回
答
し
た
者
（

1
,2

1
4
人
）
に
つ
い
て
集
計
。

増
え
た
賃
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
１
年
前
と
現
在
を
比
べ
て
１
ヶ
月
の
賃
金
が
増
え
た
者
（

7
0
7
人
）
に
つ
い
て
集
計
。

※
図
表
に
表
示
さ
れ
た
数
値
は
四
捨
五
入
さ
れ
た
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
項
目
の
回
答
割
合
を
足
し
上
げ
た
際
に
、
実
際
の
集
計
結
果
を
足
し
上
げ
た
数
値
と
グ
ラ
フ
上
の
数
値
を
足
し
上
げ
た
数
値
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
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賃
金
上
昇
の
理
由
に
最
低
賃
金
を
挙
げ
た
労
働
者
の
賃
金
及
び
労
働
時
間
の
変
化

⚫
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
の
理
由
と
し
て
最
低
賃
金
引
上
げ
を
挙
げ
た
労
働
者
に
対
し
、
１
年
前
と
現
在
を
比
べ
た
、
主
な
仕
事
の
労
働
時
間
の

変
化
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
変
わ
っ
て
い
な
い
」
が
6
6
.9
％
と
最
も
多
く
、
2
0
2
4
年
調
査
の
結
果
と
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
。

⚫
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
の
理
由
と
し
て
最
低
賃
金
引
上
げ
を
挙
げ
た
労
働
者
に
対
し
、
１
年
前
と
現
在
を
比
べ
た
、
主
な
仕
事
に
よ
る
１
ヶ
月

あ
た
り
の
賃
金
の
増
減
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
増
え
た
」
「
や
や
増
え
た
」
が
計
5
8
.2
％
、
「
変
わ
っ
て
い
な
い
」
が
3
3
.3
％
、
「
や
や
減
っ

た
」
「
減
っ
た
」
が
計
8
.5
％
と
な
っ
て
お
り
、
2
0
2
4
年
調
査
の
結
果
と
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
。

2
1

6
.2

1
2
.6

6
6
.9

1
1
.2

3
.1

8
.0

1
2
.5

6
2
.0

1
3
.6

3
.9

0

2
0

4
0

6
0

8
0

増
え
た

や
や
増
え
た

変
わ
っ
て
い
な
い

や
や
減
っ
た

減
っ
た

１
年
前
と
現
在
を
比
べ
た
、
主
な
仕
事
の
労
働
時
間
の
変
化

2
0
2
5
年
調
査

（
参
考
）

2
0
2
4
年
調
査

(%
)

8
.6

4
9
.7

3
3
.3

5
.4

3
.0

9
.4

4
6
.9

3
3
.3

6
.3

4
.1

0

2
0

4
0

6
0

増
え
た

や
や
増
え
た

変
わ
っ
て
い
な
い

や
や
減
っ
た

減
っ
た

１
年
前
と
現
在
を
比
べ
た
、
主
な
仕
事
に
よ
る
１
ヶ
月
あ
た
り
の
賃

金
の
増
減

2
0
2
5
年
調
査

（
参
考
）

2
0
2
4
年
調
査

(%
)

（
注
）
過
去
１
年
以
内
に
時
間
当
た
り
賃
金
の
上
昇
が
あ
っ
た
者
の
う
ち
賃
金
上
昇
の
理
由
が
「
最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
か
ら
」
と
回
答
し
た
者
（

2
0
2
5
年
調
査
：

1
,2

1
4
人
、
2
0
2
4
年
調
査
：

1
,1

8
7
人
）
に
つ
い
て
集
計
。

※
図
表
に
表
示
さ
れ
た
数
値
は
四
捨
五
入
さ
れ
た
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
項
目
の
回
答
割
合
を
足
し
上
げ
た
際
に
、
実
際
の
集
計
結
果
を
足
し
上
げ
た
数
値
と
グ
ラ
フ
上
の
数
値
を
足
し
上
げ
た
数
値
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
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そ
う
思
う

4
9
.9

や
や
そ
う
思
う

2
5
.9

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

1
7
.9

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

2
.8

そ
う
思
わ
な
い

0
.7

わ
か
ら
な
い

2
.7

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
う
か

(%
)

今
後
の
最
低
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
見
解

⚫
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
そ
う
思
う
」
「
や
や
そ
う
思
う
」
が
計
7
5
.9
％
、
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ

な
い
」
「
そ
う
思
わ
な
い
」
が
計
3
.6
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
う
理
由
は
、
「
現
在
の
最
低
賃
金
額
は

生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
十
分
な
水
準
で
な
い
か
ら
」
が
6
5
.8
％
と
最
も
多
く
、
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
わ
な
い
理
由
は
、

「
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
と
、
そ
の
分
労
働
時
間
を
減
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
」
が
2
6
.2
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

2
2

6
5
.8

5
1
.1

1
0
.7

1
0
.8

1
9
.9

1
.5

3
.0

0

2
0

4
0

6
0

8
0

現 在 の 最 低 賃 金 額 は 生 計 を 維 持 す る

た め に 十 分 な 水 準 で な い か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 自 分 の 賃

金 も 上 が る か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 所 得 格 差

が 縮 小 す る と 思 う か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 企 業 の 労

働 生 産 性 が 高 ま る と 思 う か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 消 費 が 喚

起 さ れ る な ど 経 済 に よ い 影 響 を 与 え

る と 思 う か ら

そ の 他

わ か ら な い

今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
う
理
由
（
複
数
回
答
）

(%
)

2
6
.2

1
7
.8

2
5
.2

1
3
.1

1
3
.1

1
5
.0

1
.9

2
9
.0

0

2
0

4
0

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 そ の 分 労

働 時 間 を 減 ら さ な く て は な ら な い か

ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 雇 い 止 め

さ れ た り 、 個 人 請 負 契 約 に 切 り 替 え

ら れ る 可 能 性 が あ る か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 勤 務 先 の

業 績 が 悪 化 す る と 思 う か ら

こ れ 以 上 高 い 賃 金 を も ら う の は 、 会

社 や 同 僚 に 申 し 訳 な く 思 う か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 社 員 間 の

給 与 の 格 差 が 小 さ く な り 、 貢 献 度 の

高 い 人 に と っ て 不 公 平 に な る か ら

最 低 賃 金 が 引 き 上 が る と 、 物 価 が 上

昇 す る な ど 経 済 に 悪 い 影 響 を 与 え る

と 思 う か ら

そ の 他

わ か ら な い

今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
わ
な
い
理
由
（
複
数
回
答
）

(%
)

（
注
）
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
う
か
に
つ
い
て
は
、
有
効
回
答
者
（

3
,0

0
0
人
）
に
つ
い
て
集
計
。
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
う
か
に

つ
い
て
「
そ
う
思
う
」
「
や
や
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
者
（

2
,2

7
6
人
）
、
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
わ
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
最
低
賃
金
が
引
き
上
が
る
べ
き
と
思
わ
な
い
か
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」

「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
者
（

1
0
7
人
）
に
つ
い
て
集
計
。

※
図
表
に
表
示
さ
れ
た
数
値
は
四
捨
五
入
さ
れ
た
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
項
目
の
回
答
割
合
を
足
し
上
げ
た
際
に
、
実
際
の
集
計
結
果
を
足
し
上
げ
た
数
値
と
グ
ラ
フ
上
の
数
値
を
足
し
上
げ
た
数
値
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
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賃上げと稼ぐ力強化パッケージ

１．サプライチェーン全体の成長を目指して、「労務費の
適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」に沿った行動
を！

詳細についてはこちら→

⚫価格転嫁の難しい労務費に関する「発注者、受注者それぞれが採
るべき行動」の指針を、内閣官房・公正取引委員会が2023年11
月に策定・公表。

⚫受注者が価格交渉し易いよう、労務費、原材料費、エネルギーコス
トを分けて交渉するための価格交渉の様式も例示。

【発注者が採るべき行動】（ポイント）

① 転嫁を受け入れる取引方針を、経営トップまで上げて決定。その方針を社内外に示す。

② 受注者から求めがなくとも、定期的な協議の場を設ける。 受注者から協議の求めがあればこれに応じる。

③ 公表資料（最低賃金の上昇率、春季労使交渉の妥結額・上昇率など）に基づく根拠資料を、合理的

なものとして尊重。

【受注者が採るべき行動】 （ポイント）

① 価格転嫁サポート窓口や下請かけこみ寺、商工会・商工会議所等の窓口に相談するなど、積極的に情

報収集して交渉する。 その際に、「価格交渉様式例」も活用する。

② 根拠資料として、最低賃金上昇率などの公表資料を用いる。

２．価格交渉をする前の準備は、「価格交渉ハンドブッ
ク」を使ってください

⚫事業者が価格交渉の前に準備しておくことや実際に交渉を開始す
る際の提案方法等をまとめています。

⚫交渉に活用頂くことができるヒントを提供しています。

詳細についてはこちら→

発注者 受注者

受注者
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４．賃上げに取り組む経営者の皆様は、「賃上げ促進税
制」が利用できます

詳細についてはこちら→
大企業及び中堅企業向け

詳細についてはこちら→
中小企業向け

⚫青色申告書を提出している中小企業者等が、一定の要件を満たし
た上で、前年度より給与等の支給額を増加させた場合、その増加
額の一部を法人税(個人事業主は所得税)から税額控除できます。

⚫中小企業は、要件を満たす賃上げを実施した年度に控除しきれな
かった金額の５年繰越しが可能になりました。

５．人手不足を乗り越え、生産性向上を目指す皆様は、
「中小企業省力化投資補助事業」の活用を！

⚫中小企業者等が省力化のための設備投資を行い、労働生産性
年平均成長率3%（カタログ型）又は４％（一般型）向上を目
指す事業を支援しています。

⚫給与支給総額年率6%・事業所内最低賃金45円以上の賃上げ
に取り組むことにより、補助上限額の引き上げを適用することもできま
す（カタログ型）。

詳細についてはこちら→

３．サプライチェーン全体で付加価値向上に取り組むなら
「パートナーシップ構築宣言」を！

⚫事業者が、サプライチェーン全体の付加価値向上、大企業と中小
企業の共存共栄を目指し、「発注者」側の立場から、「代表権のあ
る者の名前」で宣言するもの。

⚫新たな連携及び取引適正化の重点５課題について、宣言。

詳細についてはこちら→

発注者

大企業 中小企業

中小企業
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サプライチェーン全体で適切な価格転嫁を定着させる「構造的な価格転嫁」の実
現に向け、「下請代金支払遅延等防止法及び下請中小企業振興法の一部を改正す
る法律」が令和8年1月1日に施行されます。

1

下請代金法等が改正されます

※ 詳しくは、中小企業庁
ホームページをご覧ください。

ここが変わる！法改正のポイント

受託中小企業振興法

新名称

製造委託等に係る中小受託事業者に対する
代金の支払の遅延等の防止に関する法律
（通称：中小受託取引適正化法（取適法））

内容変更

❶協議を適切に行わない代金額の決定の禁止
一方的に代金を決定して、中小受託事業者の
利益を不当に害する行為が禁止されます

❷手形払等の禁止
電子記録債権なども含め、委託代金の支払期
日に満額現金化できなければ支払遅延と見な
されます。

❸運送委託の対象取引への追加
荷主が運送事業者に対して物品の運送を委託
する取引も規制対象に追加されます。

❹従業員基準の追加
製造委託等は300人、役務提供委託等は100人
の従業員数の基準が追加されます。

❺面的執行の強化
事業所管省庁に指導・助言権限が付与されます。

内容変更

❶多段階の事業者が連携した取組への支援
２以上の取引段階にある事業者による振興
事業計画も、承認・支援が受けられます。

❷適用対象の追加
荷主と運送事業者との取引、従業員の大小
関係がある取引も対象に追加されます。

❸地方公共団体との連携強化
下請かけこみ寺に寄せられる声の活用など
連携が強化されます。

❹主務大臣による執行強化
状況が改善されない事業者に対して、より
具体的な措置を示した勧奨が行われます。

下請中小企業振興法下請代金支払遅延等防止法

【共通】用語の見直し：「下請事業者」→「中小企業受託事業者」、
「親事業者」→「委託事業者」 等

新名称

受託中小企業振興法
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「価格転嫁サポート窓口」に
相談してみませんか

価格交渉・価格転嫁をよろず拠点が後押しします！

2026年１⽉から
下請法は取適法にかわります
中国経済産業局 適正取引推進課
  TEL082-224-5745

価格転嫁サポート窓⼝（よろず⽀援拠点）では、
価格交渉に関する基礎的な知識や原価計算の⼿法の
習得⽀援を通じて、価格交渉・価格転嫁を後押しします。

⿃取県よろず⽀援拠点
相談会場:
⿃取県商⼯会連合会（⿃取市）
ビジネスサポートオフィス⿃取（⿃取市）
中部商⼯会産業⽀援センター（北栄町）
⽶⼦商⼯会議所（⽶⼦市）

島根県よろず⽀援拠点
相談会場︓しまね産業振興財団（松江市）

松江商⼯会議所（松江市）
いずも企業交流館（出雲市）
シティパルク（浜⽥市）
SEASIDE COMMUNITY NALU（益⽥市）

岡⼭県よろず⽀援拠点
相談会場︓
TOGITOGI（岡⼭市北区）
津⼭商⼯会館（津⼭市）
他出張相談、web相談

⼭⼝県よろず⽀援拠点
相談会場︓⼭⼝市産業交流拠点（⼭⼝市）

他出張相談、オンライン相談

広島県よろず⽀援拠点
相談会場︓広島県情報プラザ（広島市中区）

広島県福⼭庁舎内（福⼭市）
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令和６年度 業務改善助成金アンケート結果
業務改善助成金を申請した事業場に制度や効果についてアンケートを実施しました。

結果は以下のとおりです。今後とも必要な対応に努めてまいります。（回答数103事業場）

〇 業務改善助成金は・・・「大いに役に立った」（9１.3%）、「まあまあ役に立った」（8.7%）

〇 取組の効果として・・・「生産性の向上につながった」（９９.0%）、
  「最低賃金以外で働く労働者の賃金の引上げ」（３０.1％）

〇 今後の活用は・・・・・・ 「今後も利用したい」（5５.3％）、
  「設備投資する予定があれば考えたい」（２７.2％）

１．業務改善助成金の認知度

２．業務改善助成金制度を知るきっかけ

３．業務改善助成金が役に立ったか

４．取組の結果、どのような効果があったか
（複数回答可能）

５．今後も業務改善助成金を利用したいか

結果概要

【お問い合わせ先】
業務改善助成金コールセンター

 0120-366-440
 （受付時間  平日9:00-17:00）

●    あまり役に立たなかった
０％

●   まったく役に立たなかった
０％

【ワンストップ窓口】
広島働き方改革推進支援センター

 0120-610-494
 （受付時間  平日9:00-17:00）

＜注意事項＞
・過去に、業務改善助成金を活用した事業者も
助成対象になります。
・予算の範囲内で交付するため、期間内に募集
を終了する可能性があります。
・交付決定前に助成対象設備の導入を行った
場合は、助成の対象とはなりません。
・必ず最新の交付要綱・要領で助成要件を確認
ください。（交付要綱・要領は裏面のにある
「業務改善助成金」ページをご参照ください。）

「社員の気持ちに余裕が
できた」等
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【取組内容(導入機器等)】
ごはん盛り付けロボット

【導入の効果】
①原材料の計量を手作業で行っていたと
きは、３人で合計２時間程度の時間
を要していたが、機器導入後、２人で
２時間程度となり作業効率が上がった。
②付属商品のおにぎり機を使用して、新
商品を開発したことで、新たな販路拡
大につながっている。

◆ 業務改善助成金の概要
○ 事業所内で最も低い賃金（事業所内最低賃金）を30円以上引き上げ、生産性向上に資する
設備投資等（機械設備導入、コンサルティング、人材育成・教育訓練等）を行った場合に、その
設備等にかかった費用の一部を助成する制度です（要件により、最大６００万円まで）。
○ 令和７年度（第２期）の申請期限は、申請事業場に適用される地域別最低賃金改定日の前日です。

 第３期以降の募集を行う場合、別途HPにてお知らせいたします。

・交付申請書
・事業実施計画書 等

 を広島労働局 雇用
 環境・均等室に提出

交付申請

◆ 業務改善助成金の申請～受領までの流れ

申請内容に沿って
事業を実施

（賃金の引き上げ、
設備の導入、代金
の支払等を実施）

事業の実施

広島労働局 雇用環
 境・均等室に

・助成金支給申請書
・事業実績報告書 等

 を提出

交付決定

申請書等
を審査の
上、通知

交付額決定と
助成金支払い

実績報告書等
を審査し適正
と認められれ
ば、交付額の
確定と助成金
支払いを実施

助
成
金
受
領

○ 広島労働局雇用環境・均等室（※事業場所在地を管轄する都道府県労働局）に対し、所定様式
で申請を行っていただきます。 

業務改善助成金 広島県内の導入事例

・中小企業・小規模事業者であること
(大企業と密接な関係を有する企業（みなし大企業）でないこと）

・事業場内最低賃金と地域別最低賃金との差額が50円以内であること
・解雇、賃下げなどの不交付事由がないこと 等

対象事業者の要件

要件を満たした
事業主は事業場
ごとに申請する

【申請様式・マニュアル等について】 業務改善助成金 検索☞
上記検索、または右のQRコードから
厚生労働省ＨＰ「業務改善助成金」ページにある
 ・交付要綱・各種様式   ＞ 令和７年度申請分
 ・申請のお役立ちツール  ＞ 「申請マニュアル」「申請書等の記入例」等
を参照いただき申請ください。ご不明点は、裏面の問い合わせ先にご連絡ください。

労働局 労働局

申請の単位

【取組内容(導入機器等)】

自動釣銭、QR決済、クレジット
端末と連携のある新型POSレジ

【導入の効果】
①会計ミスがなくなり、お客様とのトラブルが
削減。信用が保たれ、清算業務も改善
善され、生産性が向上した。
②各端末への金額入力作業がなくなり、
作業時間が10%短縮。清算作業が1日
あたり60分から20分に、釣銭準備作業
が1日あたり20分から5分に削減した。

【製造業(食品)】 【医療業】

【取組内容(導入機器等)】
電子カルテ

【導入の効果】
①受付業務がスムーズになり、患者さんの
会計時等の待ち時間が短縮した。
②受付スタッフの残業時間が１か月あた
り約５時間ほど短縮した。

事業事績報告

状況報告 （賃金引上げ後の状況の報告）

【卸売業・小売業】

◇ POSレジシステム ◇ロボット ◇電子カルテ

【申請先】
広島労働局 雇用環境・均等室

 〒730-8538
    広島県広島市中区八丁堀6番30号
    広島合同庁舎第2号5階

082-221-9247（受付時間 平日8:30-17:15）
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令和６年度　業務改善助成金アンケート結果(速報)

アンケート回収事業場　 103 事業場

1 業務改善助成金の認知度

A　制度を知っていた 77 認知率 74.8%

B　制度を知らなかった 25

C　回答なし 1

2 業務改善助成金制度を知るきっかけ

A　厚生労働省ホームページ 　　 32 31.1%

B　社会保険労務士からの紹介 　 31 30.1%

C　商工会議所・商工会からの紹介 3 2.9%

D　その他 21 20.4%

E　回答なし 16 15.5%

3 業務改善助成金が生産性向上に役立ったか

A　大変役に立った 94 91.3%

B　やや役に立った 9 8.7%

C　あまり役に立たなかった 0 0.0%

D　全く役に立たなかった 0 0.0%

4 取組の結果、どのような効果があったか（複数可）

A　生産性の向上につながった 102

B　事業場内最低賃金以外の賃金で働く労働

  者の賃金も引き上げることができた 31

C　人材の確保につながった 5

D　その他の効果（具体的に：） 7

5 今後も業務改善助成金を利用したいか

A　利用したい 57 55.3%

B　設備投資する予定が今後あれば、考えた

 い 28 27.2%

C　利用しない 0 0.0%

D　無回答 18 17.5%

Cを選んだ場合、その理由 該当なし
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